


2001年8月15日（毎月15日発行）（2）第352号　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

6月の定例県議会において谷本県知事は、「乳幼児の受診

状況や子育て家庭の経済負担を調査の上、来年度から制度

の見直しを検討したい。見直しにあたっては、対象年齢（現行

は外来ゼロ歳児、入院3歳児）の範囲、所得制限の導入も対象

になる」と、対象年齢の引き上げ等の意向を表明しました。しか

し、手放しで喜ぶわけにはいきません。谷本知事は6月定例会

では「所得制限の導入も当然検討の対象」と答弁しており、ま

た何歳まで助成拡大するのかも明らかにしていません。 

助成対象年齢が拡大されても所得制限が導入されれば、実

際に制度を利用できる人は少なくなるという恐れがあります。県

健康福祉部が見直しを進めている今の時期こそ、制度改善を

求める運動が重要になっています。 

富山県では7月1日より、全35市町村で就学前まで助成対象

年齢を拡大しました。併せて、通院では20市町村が、入院で

は23市町村が現物給付方式を採用しています。富山県では

昨年4月に県が通院助成をゼロ歳児から3歳児まで引き上げ

たのをきっかけに、市町村では就学前まで拡大する動きが加

速していました。なお、県の制度は通院は3歳まで、入院は就

学前まで助成対象にしており、償還制となっています。 

 

 

石川県保険医協会では、県の制度の拡充を求める県知事

宛の要請署名を全会員に呼びかけます。会員から寄せられ

た署名簿は、協会代表が谷本知事に届けて、要請・懇談する

予定です。 

今回お届けしたのは次の4点です。署名簿は8月末日までに

当会事務局までご返送ください。 

・院内掲示用ポスター（１枚） 

・県知事への要請署名（10枚） 

・「乳幼児医療全国ネット」の請願署名（１枚） 

・返信用封筒 

小学校就学前まで医療費を無料に 

石川県の制度拡充を求める署名にご協力ください。 

■宛先は…　石川県保険医協会 〒９２０‐０９０２　金沢市尾張町1丁目9番11号　尾張町レジデンス2FTEL（０７６）２２２‐５３７３  FAX（０７６）２３１‐５１５６ 

谷本県知事が来年度からの見直しを表明 富山県では7月から全自治体が就学前まで助成対象に 

県知事への要請署名にあなたの力をお貸しください!



七
月
七
日
（
土
）、
都
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、「
第
一
回
会
員

デ
ビ
ュ
ー
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
企
画
は
、
比
較
的
最
近

に
開
業
医
に
な
っ
た
新
し
い
会

員
三
人
に
「
ど
う
い
う
夢
を
感

じ
て
開
業
医
に
な
っ
た
の
か
」

「
こ
れ
ま
で
の
足
跡
と
こ
れ
か

ら
何
を
し
た
い
の
か
」
を
約
二

十
分
ず
つ
講
演
し
て
も
ら
い
、

最
後
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で

参
加
者
と
意
見
交
換
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
会
員
が
お
互
い
に

刺
激
し
合
い
、
さ
ら
に
親
睦
を

深
め
よ
う
と
い
う
も
の
。

演
題
一
は
、
眼
科
の
牛
村
繁

氏
に
よ
る
「
病
診
連
携
を
有
効

活
用
す
る
眼
科
開
業
医
の
戦

略
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
病

院
勤
務
医
時
代
か
ら
開
業
医
の

現
在
の
立
場
に
至
る
ま
で
の
迷

い
や
決
断
を
率
直
に
語
ら
れ
、

こ
の
講
演
シ
リ
ー
ズ
の
口
火
を

切
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。
開
放
型
病
院
を
利
用
し

て
自
ら
が
執
刀
す
る
眼
科
手
術

の
実
際
を
、
レ
ジ
ュ
メ
を
使
っ

て
発
表
さ
れ
、
同
じ
科
の
会
員

の
関
心
を
集
め
て
い
た
。

演
題
二
は
、
神
経
内
科
の
坂

戸
俊
一
氏
に
よ
り
「
神
経
疾

患
・
在
宅
医
療
の
現
状
と
展

望
」
と
題
し
て
、
金
沢
大
学
講

師
時
代
に
学
生
の
教
育
用
に
ま

と
め
ら
れ
た
ビ
デ
オ
を
使
っ

て
、
神
経
難
病
の
特
徴
的
な
所

見
を
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ

た
。
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
患

者
の
在
宅
医
療
の
実
際
を
紹
介

す
る
ビ
デ
オ
と
共
に
必
見
の
価

値
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

演
題
三
は
、
胃
腸
科
・
内

科
・
肛
門
科
を
標
榜
す
る
早
川

康
浩
氏
に
よ
り
「
消
化
器
系
早

期
癌
の
診
断
と
治
療
を
行
え

る
、
よ
り
専
門
的
な
開
業
医
を

目
指
し
て
」
と
題
し
て
、
つ
い

先
月
、
消
化
器
内
視
鏡
学
会
で

発
表
し
た
ば
か
り
の
、
開
業
一

年
間
に
お
け
る
約
三
千
例
の
内

視
鏡
検
査
に
お
け
る
早
期
消
化

器
癌
の
発
見
率
と
治
療
例
を
鮮

明
な
ス
ラ
イ
ド
で
示
し
な
が

ら
、
内
視
鏡
を
使
っ
た
検
診
の

重
要
性
を
力
説
さ
れ
た
。
発
表

時
間
は
す
で
に
オ
ー
バ
ー
し
て

い
た
が
、
参
加
者
の
強
い
リ
ク

エ
ス
ト
に
応
じ
て
、
痔
核
の
内

視
鏡
的
結
紮
術
の
実
際
を
ビ
デ

オ
で
示
さ
れ
た
。

従
来
、
全
く
例
を
見
な
い
こ

の
新
し
い
企
画
に
ど
れ
ほ
ど
の

会
員
が
集
ま
る
の
か
懸
念
さ
れ

た
が
、
当
日
は
二
十
人
の
老
若

男
女
が
参
加
し
、
和
気
あ
い
あ

い
と
意
見
を
述
べ
合
い
、
ま
ず

は
成
功
と
い
え
る
好
調
な
す
べ

り
出
し
だ
っ
た
。

な
お
、
三
人
の
演
者
に
は
保

険
医
新
聞
九
月
号
よ
り
一
人
ず

つ
、
発
表
内
容
の
ご
執
筆
を
い

た
だ
く
予
定
で
あ
る
。
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若
手
会
員
を
パ
ネ
ラ
ー
に 

開
業
医
と
し
て
の
夢
を
語
る 

会員デビュー 
講　演 

会員デビュー 
講　演 

小
川
　
滋
彦（
金
沢
市
・
内
科
） 

『保険審査通信』 
FAX用 

『保険審査通信』は毎月保険医新聞 

に同封しています。ご利用ください。 

石川県保険医協会 

●『保険審査通信』はFAXのほか、E-mailでも大歓迎です。 

FAX：076（231）5156
E-mail：isikawa-hok@doc-net.or.jp

ア
メ
リ
カ
の
男
性
で
は
、

発
生
率
で
第
一
位
、
死
亡
率

で
は
肺
癌
に
次
い
で
第
二
位

を
占
め
て
お
り
ま
す
。
わ
が

国
で
の
発
生
率
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
欧
米
の
六
分
の
一
程

度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
人
口
の
高
齢
化
、
生
活

の
欧
米
化
、
が
ん
検
診
の
普

及
と
と
も
に
増
加
し
つ
つ
あ

り
、
近
い
将
来
に
は
欧
米
並

に
な
る
の
で
は
、
と
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
が
ど
う
し
て

で
き
る
か
は
、
ま
だ
は
っ
き

り
し
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、

男
性
ホ
ル
モ
ン
が
、
大
き
く

関
与
し
て
い
る
こ
と
は
確
実

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
立
腺

が
ん
は
増
殖
が
遅
く
、
が
ん

と
診
断
さ
れ
る
よ
う
な
大
き

さ
に
な
る
ま
で
に
は
、
数
十

年
は
か
か
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
前
立
腺
が
ん
の
初
期
に

は
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、が
ん
の
進
行
と
と
も
に
、

尿
の
出
が
悪
い
、
残
尿
感
が

あ
る
な
ど
、
前
立
腺
肥
大
症

と
似
た
症
状
が
み
ら
れ
ま

す
。前

立
腺
が
ん
の
診
断
は
、

①
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
（
P
S

A
）、
②
直
腸
内
指
診
（
D

R
E
）、
③
経
直
腸
的
超
音

波
断
層
法
（
T
R
U
S
）
に

よ
っ
て
な
さ
れ
ま
す
。
P
S

A
に
よ
る
診
断
は
簡
単
な
採

血
で
可
能
で
あ
り
、
か
つ
精

度
も
高
い
こ
と
か
ら
、
基
本

的
な
診
断
法
と
な
っ
て
い
ま

す
。金

沢
市
で
は
、
二
〇
〇
一

年
度
に
P
S
A
を
用
い
た
前

立
腺
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま

し
た
。
癌
発
見
率
は
、
十
万

対
千
二
十
五
で
、
他
臓
器
癌

に
比
し
て
高
率
で
し
た
。
前

立
腺
が
ん
の
治
療
法
に
は
外

科
治
療
、
内
分
泌
（
ホ
ル
モ

ン
）
療
法
、
放
射
線
療
法
、

化
学
療
法
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
七
十
歳
以
下
の
非
進
行

が
ん
に
は
、
外
科
治
療
が
一

般
的
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

（その40） 

前立腺がん 
について 
中嶋　和喜（金沢市・泌尿器科） 

七
月
三
日
の
第
六
回
理
事

会
は
、十
四
人
出
席
の
も
と
、

協
議
事
項
に
時
間
を
と
る
べ

く
、
各
部
報
告
事
項
が
矢
継

ぎ
早
に
行
わ
れ
た
。
ま
じ
か

に
控
え
た
経
営
・
共
済
部
の

新
規
開
業
医
懇
談
会
あ
る
い

は
学
術
・
保
険
部
の
第
一
回

会
員
デ
ビ
ュ
ー
講
演
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
打
ち
合
わ
せ
、

同
部
の
審
査
・
指
導
に
関
す

る
改
善
の
申
し
入
れ
の
確

認
、
六
月
二
十
六
日
に
開
催

さ
れ
た
医
療
福
祉
部
会
の
新

し
い
企
画
の
報
告
な
ど
、
短

時
間
に
密
度
の
高
い
内
容
だ

っ
た
。
そ
れ
で
も
協
議
事
項

に
取
り
掛
か
っ
た
の
は
、
午

後
九
時
を
回
っ
て
お
り
、
経

済
財
政
諮
問
会
議
の
「
骨
太

の
改
革
案
」
か
ら
み
た
医
療

抜
本
改
革
案
に
対
す
る
熱
心

な
討
議
が
な
さ
れ
た
。

（
小
川
　
記
）

第6回理事会点描 

「骨太の改革案」で 
熱い討議が 
（7月17日・14人出席） 

約20人が参加して開かれた（7月7日・金沢都ホテル）

神経内科　坂戸 俊一 会員
「神経疾患在宅医療の現状と展望」

内科　早川 康浩 会員
「消化器系早期癌の診断と治療を行える、
より専門的な開業医を目指して」

眼科　牛村 繁 理事「病診連携を有効
活用する眼科開業医の戦略」

司会を務めた　小川 滋彦 理事

他
科
に
役
立
つ
情
報
コ
ー
ナ
ー

●

●

●

●

日
常
診
療
に
お
け
る
あ
ん
な
こ
と
・
こ
ん
な
こ
と
●

●

●

●
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日本で車いすといえば、安くて、頑丈で、長持ちするスチール製の標準

型が一般的となっています。しかし、車いすの種類はアームレストやレッ

グサポートを取り外せるタイプ、座シートのティルティングやバックレス

トがリクライニングできるタイプ、駆動輪やキャスタが交換・調整できる

モジュラータイプなどさまざまです（車いす各部名称は第2回を参照）。

車いすは、身体の寸法に合わすこともさることながら、図1に示した車

いすの三つの機能をよく検討して選ぶようにしましょう。

1．移動
車いすを自力駆動できれば自走用、できなければ介助用と選んではいま

せんか。また、手動車いすは両手だけで駆動するものという常識も間違い

です。表1の駆動方法に応じた車いすの選び方があります。

2．移乗
ベッドから車いすへ乗り移る代表的な方法を表2に示しました。また、

ベッドと車いすのアプローチ（接近方法）も表3、図2のように、起居動作

（寝返りから起き上がり、端座位※１保持、起立から立位保持）能力に応じ

てその人その人に合った方法があります。いずれの方法であっても移乗面

から車いすを選ぶには、アームレストやレッグサポートの取り外しができ

るかできないかが重要なポイントとなることは間違いないようです。

3．座位保持
車いすにクッションを敷かずに使用している光景をよく見受けます。こ

れは明らかに間違いです。車いすとクッションは一体的に使用されてはじ

めて適切な座位保持が可能となります。クッションを敷くことを考えずに

選んでしまい、後からクッションを敷こうとして困ってはいませんか。座

面が高くなり足が床に届かない。バックレストやアームレストが低くなっ

てしまう。駆動輪の手が届く範囲が変わる。座位保持だけでなく、移動や

移乗の機能へ影響を及ぼすことにもなりかねません。

理想的ないす座位姿勢は図3ように90°－90°－90°の構えであることは間

違いありませんが、一般的な車いすで

は、図4のような座り方になってしまい

ます。脊柱後彎変形によるズリ座り。

立ち直り反応や平衡反応などの姿勢反

射の低下による体幹の傾斜。シートの

たわみによる骨盤の傾き。車いすによ

る姿勢のくずれを数え上げればきりが

ありません。また、リクライニング姿

勢も、ただバックレストを後ろに傾け

れば楽になるという常識も間違いです。

バックレストをリクライニングしただけでは、腰痛を引き起こすだけでな

く、お尻が前方へ滑り落ちてしまいます。このような場合には、ティルト

リクライニングという機能を用いることで、ズリ座りの予防を図ることが

できます。

次回（第4回）は身体の寸法に合わせた車いすの選び方について解説し

ます。

※１　端座位：ベッドの端に足を下ろして座った座位姿勢で、立位移乗や

座位移乗の基本姿勢。足が床に着いているか着いていないかによる座位安

定性の評価が車いす選びのカギの一つとなります。

（5回シリーズ） 

第3回 

まるた老年リハビリ研究所代表・理学療法士　丸田　和夫 

シリーズ 

車いすの常識・非常識─間違いだらけの車いす選び 
キーワード  車いすの機能・移動・移乗・座位保持 

車いすの機能 

・移　　動（車いすを駆動する機能） 

・移　　乗（車いすへ乗り移る機能） 

・座位保持（車いす上で適切な座位姿勢を保持する機能） 

図1　車いすの機能 

表1　車いすの駆動方法 

足 駆 動  

片手片足駆動 

両 手 駆 動  

駆動方法 

片 手 駆 動  

座面を低くして、踵やつま先で駆動できるようにする。 

両上肢で駆動するが、肩とハンドリム、肩と車軸との位置関係が駆動力に影響する。 

駆動技術 他 

一側上肢で駆動できる機構となっているが、上肢の筋力や巧緻性が要求される。 

座面を低くして、左右いずれかの半側上下肢で駆動する。方向修正は足。安定した座
位姿勢が必要。 

表2　車いすの移乗方法 

表3　移乗のアプローチ方法 

介 助 移 乗  

立 位 移 乗  

移乗方法 

座 位 移 乗  

立ち上がって乗り移るが、起立能力に応じてレッグサポートやアームレストの取り外しが
必要。 

移乗技術 他 

座位姿勢のまま乗り移る。レッグサポートやアームレストの取り外しは必須。 

介助者や移乗用具によって抱え上げて乗り移る。介助用車いすや移乗用具の選定適
合、人海戦術が必要。 

側方アプローチ 

正面アプローチ 

アプローチ方法 

斜方アプローチ 

安定した起立能力がある立位移乗と座位移乗で利用される。 

アプローチ技術 

30°ほど斜めに接近する方法で、ほとんどの立位移乗と座位移乗で利用される。 

車いすを横付けする方法で、不安定な立位移乗と横移乗で利用、レッグサポートやアー
ムレストの取り外しは必須。 

後方アプローチ 座位移乗で利用されるが、かなり特殊。バックレストの取り外しは必須。 

図2　アプローチの実際 

側　方 
車いすを横付けする 

正　面 
車いすを前方からつける 

斜　方 
車いすを30°程度斜めにつける 

図3　理想的ないす座位姿勢 
　　90°－90°－90°の構え 

90° 
90° 

90° 

図4　車いすによる姿勢のくずれ 

a. 車いすでの座位姿勢 
理想的ないす座位姿勢は
とりにくい 

b. 骨盤後傾によるズリ座り 
いわゆる「仙骨座り」になり
やすい 

c. シートのたわみによる 
    骨盤の側方傾斜 
体幹が横に傾きやすい 

保険医協会にぜひご入会下さい！ 

［　　　　　　　　　　　　　　　］ 今回は保険医協会未入会の先生方にも保険医新聞をお届けします。 
この機会にぜひ入会をご検討下さい。 

■入会の方法は 
お電話または同封の入会申込ハガキに必要事項を記入のうえ、 
ご返送下さい。 
 

〒92‐0902　金沢市尾張町１丁目９番11号（尾張町レジデンス２Ｆ） 
石川県保険医協会　電話（０７６）222－5373

◎会　費（月額） 
・開業医　4,500円 
・勤務医　3,800円 
※３カ月ごとに銀行口座から引き落としさせて頂きます。 

◎入会金　な　し 
◎連絡先 

未入会の先生へ 

保険医協会は国民医療の充実と 
保険医の生活を守ります。 
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お
サ
ル
先
生
は
今
、
Ｒ
さ
ん

宅
に
緊
急
往
診
に
来
て
い
る
。

R
さ
ん
は
、
八
十
六
歳
の
小
柄

な
女
性
で
、
お
サ
ル
先
生
が
二

年
前
か
ら
訪
問
診
療
し
て
い
る

人
だ
が
、
昨
夜
ト
イ
レ
で
転
倒

し
、
後
頭
部
を
便
器
の
カ
ド
で

強
打
し
て
か
ら
足
腰
が
立
た
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

神
経
所
見
を
と
る
と
両
側
バ

ビ
ン
ス
キ
ー
反
射
が
陽
性
で
あ

り
、
頭
部
打
撲
に
よ
る
頭
蓋
内

出
血
も
否
定
し
き
れ
な
か
っ

た
。
家
族
が
Ａ
総
合
病
院
を
希

望
し
た
た
め
、
と
り
あ
え
ず
脳

神
経
外
科
に
電
話
を
つ
な
い
で

も
ら
っ
た
。
な
ん
と
あ
り
が
た

い
こ
と
に
電
話
に
出
た
の
が
同

級
生
の
Ｇ
先
生
だ
っ
た
の
で
、

お
サ
ル
先
生
は
九
死
に
一
生
を

得
た
気
持
ち
で
、
脳
外
傷
の
疑

い
が
あ
る
の
で
救
急
搬
送
す
る

旨
を
伝
え
た
。「
外
来
を
い
つ

ま
で
も
ス
ト
ッ
プ
し
て
お
く
わ

け
に
も
い
か
な
い
」
と
あ
せ
る

気
持
ち
で
紹
介
状
を
書
き
な
ぐ

り
な
が
ら
救
急
車
を
呼
び
、
同

乗
し
た
。

Ａ
総
合
病
院
の
救
急
外
来
で

は
、
数
人
の
ナ
ー
ス
が
待
ち
受

け
て
お
り
、
救
急
車
か
ら
飛
び

降
り
た
お
サ
ル
先
生
は
一
番
年

輩
風
の
ナ
ー
ス
に
紹
介
状
を
手

渡
し
た
。
間
も
な
く
脳
神
経
外

科
の
Ｇ
先
生
が
出
て
く
る
と
、

お
サ
ル
先
生
は
ホ
ッ
と
し
て
、

同
級
生
の
気
安
さ
で
「
あ
と
は

頼
ん
だ
よ
！
」
と
大
船
に
乗
っ

た
気
持
ち
で
、
タ
ク
シ
ー
で
自

院
に
引
き
返
し
た
。

「
大
変
お
待
た
せ
し
ま
し
た
」

と
外
来
を
再
開
し
た
が
、
一
時

間
も
し
な
い
う
ち
に
、
Ｒ
さ
ん

の
息
子
さ
ん
か
ら
電
話
が
入
っ

た
。「
頭
の
Ｃ
Ｔ
を
撮
っ
て
も

脳
に
出
血
は
な
く
て
心
配
な

い
。
家
で
様
子
を
見
て
下
さ
い

と
い
う
の
で
、
連
れ
て
帰
っ
て

来
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。
お
サ

ル
先
生
は
頭
に
カ
〜
っ
と
血
が

昇
っ
た
。
や
っ
と
の
思
い
で
救

急
搬
送
し
た
患
者
を
い
っ
た
い

ど
う
や
っ
て
連
れ
て
帰
っ
た
と

い
う
の
だ
。
息
子
さ
ん
は
疲
れ

た
声
で
答
え
た
。「
何
と
か
お

ぶ
っ
て
車
で
連
れ
て
来
ま
し

た
・
・
・
」
と
。

こ
れ
じ
ゃ
、
自
分
ひ
と
り
で

騒
い
で
救
急
車
を
呼
ん
だ
み
た

い
じ
ゃ
な
い
か
！
と
思
っ
た
。

同
級
生
だ
か
ら
何
と
か
し
て
く

れ
る
と
思
っ
て
、「
あ
と
は
頼

ん
だ
よ
！
」
と
以
心
伝
心
を
期

待
し
た
の
が
甘
か
っ
た
の
か
。

は
っ
き
り
「
脳
外
科
的
に
異
常

が
な
く
て
も
内
科
を
対
診
し

て
、
入
院
で
様
子
を
見
て
ね
」

と
、
そ
こ
ま
で
頼
ん
で
お
か
な

く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

ま
さ
か
同
級
生
だ
か
ら
か
え
っ

て
甘
く
見
ら
れ
た
…
？
　
お
サ

ル
先
生
は
疑
心
暗
鬼
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

【
ミ
ニ
エ
ピ
ソ
ー
ド
　
２
】

一
人
暮
ら
し
の
Ｓ
さ
ん
（
男

性
）
は
八
十
八
歳
と
高
齢
な
が

ら
、
お
サ
ル
医
院
の
外
来
で
い

つ
も
ナ
ー
ス
た
ち
に
ち
ょ
っ
と

エ
ッ
チ
な
こ
と
を
言
っ
て
は
笑

わ
せ
る
ほ
ど
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
の
人
だ
っ
た
。

あ
る
日
、
い
く
ら
呼
ん
で
も

返
事
が
な
い
、
新
聞
も
取
り
入

れ
て
な
い
、様
子
が
お
か
し
い
、

と
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
血
相
を
変

え
て
連
絡
し
て
き
た
。
ち
ょ
う

ど
昼
食
を
終
え
て
訪
問
診
療
に

出
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
お
サ
ル
先

生
は
、
Ｓ
さ
ん
の
娘
さ
ん
が
以

前
風
邪
で
か
か
っ
た
時
の
カ
ル

テ
を
捜
し
出
し
て
電
話
番
号
を

調
べ
、
連
絡
を
取
っ
て
鍵
を
開

け
て
も
ら
っ
た
。
な
ん
と
Ｓ
さ

ん
は
茶
の
間
に
う
つ
伏
せ
で
倒

れ
て
お
り
、
失
禁
し
て
い
た
。

お
サ
ル
先
生
が
声
を
か
け
る

と
、
い
つ
も
の
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
の
口
調
で
返
答
し
意
識
は

清
明
な
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、

と
に
か
く
足
の
力
が
入
ら
ず
、

十
二
時
間
こ
の
ス
タ
イ
ル
で
倒

れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
脊
髄

損
傷
だ
！
お
サ
ル
先
生
は
と
っ

さ
に
そ
う
思
っ
た
。
Ｓ
さ
ん
は

以
前
か
ら
頚
部
の
脊
椎
管
狭
窄

症
が
強
く
、
い
つ
脊
髄
症
状
が

出
て
も
お
か
し
く
な
い
、
と
言

わ
れ
て
い
た
の
だ
。

娘
さ
ん
の
希
望
で
Ａ
総
合
病

院
の
整
形
外
科
に
電
話
す
る

と
、
同
級
生
の
Ｉ
先
生
の
懐
か

し
い
声
が
聞
こ
え
た
。「
ど
う

や
ら
脊
損
の
よ
う
な
ん
だ
。
高

齢
だ
け
れ
ど
、
も
ち
ろ
ん
頭
は

し
っ
か
り
し
て
い
る
よ
。
今
か

ら
送
る
か
ら
よ
ろ
し
く
！
」
救

急
隊
に
は
脊
髄
損
傷
の
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
と
、
首

を
保
護
す
る
シ
ー
ネ
を
巻
い
て

く
れ
た
。
そ
し
て
家
族
と
一
緒

に
救
急
車
に
同
乗
し
た
。

Ａ
総
合
病
院
の
救
急
外
来
で

は
Ｉ
先
生
が
待
機
し
て
お
り
、

ひ
と
通
り
の
診
察
を
終
え
る
と

ち
ょ
っ
と
首
を
傾
げ
な
が
ら
も

「
ボ
ク
も
脊
損
だ
と
思
う
ヨ
」

と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、
お
サ

ル
先
生
は
ホ
ク
ホ
ク
顔
で
帰
っ

て
来
た
。

と
こ
ろ
が
三
日
ほ
ど
た
っ
て

娘
さ
ん
か
ら
電
話
が
入
り
、

「
脊
髄
に
手
術
す
る
よ
う
な
病

気
は
な
い
か
ら
、
老
人
病
院
に

移
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と

言
う
。
詳
し
く
話
を
聞
く
と
、

入
院
し
た
当
日
の
夜
、
大
き
な

声
で
騒
ぎ
ま
く
り
、
挙
句
の
果

て
に
ベ
ッ
ド
か
ら
転
落
し
て
大

騒
ぎ
に
な
っ
た
の
だ
と
言
う
。

要
す
る
に
Ｓ
さ
ん
は
病
棟
で
鼻

つ
ま
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

だ
。
娘
さ
ん
の
家
に
連
れ
て
帰

る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
老
人
病

院
に
転
院
と
相
成
っ
た
ら
し

い
。お

サ
ル
先
生
は
考
え
た
。
Ｓ

さ
ん
は
決
し
て
痴
呆
で
は
な

い
。
き
っ
と
一
時
的
な
せ
ん
妄

だ
っ
た
の
だ
。
脊
髄
損
傷
で
は

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

し
、
も
し
そ
う
だ
と
し
て
も
手

術
適
応
が
な
け
れ
ば
、
Ｉ
先
生

の
目
に
は
も
は
や
自
分
の
専
門

外
の
、
単
に
手
に
負
え
な
い
患

者
で
し
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
？
　
お
サ
ル
先
生
は
十
年
ぶ

り
に
再
会
を
喜
び
合
っ
た
Ｉ
先

生
に
文
句
を
言
う
気
持
ち
に
も

な
れ
ず
、
Ｉ
先
生
と
Ｓ
さ
ん
・

娘
さ
ん
が
十
分
な
話
し
合
い
の

上
で
決
め
た
こ
と
な
の
だ
ろ

う
、
と
信
じ
る
こ
と
に
し
た
。

◇

高
齢
者
の
複
数
科
に
わ
た

る
、
複
合
的
な
問
題
に
適
切
に

対
応
す
る
た
め
に
も
、
基
幹
病

院
に
は
ぜ
ひ
、「
在
宅
医
療
支

援
部
」
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
東
京
女
子
医

科
大
学
附
属
病
院
の
成
功
例
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
こ
と

が
き
っ
と
開
業
医
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
、
高
い
紹
介
率
、

高
い
病
床
回
転
率
に
つ
な
が
る

と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
。

在
宅
医
療
に
関
す
る
 

お
考
え
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
 

な
ど
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
 

　
在
宅
医
療
で
感
じ
た
喜
怒
哀
楽
や
ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、保
険

医
協
会
に
お
寄
せ
下
さ
い
。
取
材
の
上
、こ
の
欄
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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小
川
　
滋
彦（
金
沢
市
・
内
科
） 

平
成
十
三
年
度
版
の
『
つ

ば
た
ま
ち
の
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
要
覧
や
す
ら
ぎ
』
を
作

成
す
る
時
に
、
構
成
や
内
容

に
つ
い
て
参
考
に
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。『
や
す
ら
ぎ
』

は
、
役
場
の
窓
口
や
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
に

来
ら
れ
た
方
々
に
制
度
や
利

用
で
き
る
施
設
な
ど
を
説
明

し
、
お
渡
し
し
て
い
る
冊
子

で
す
。
福
祉
マ
ッ
プ
と
や
す

ら
ぎ
作
成
メ
ン
バ
ー
の
お
か

げ
で
、
や
っ
と
満
足
の
い
く

冊
子
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

私
に
と
っ
て
『
福
祉
マ
ッ

プ
』
は
、
福
祉
制
度
や
医
療

保
険
制
度
を
知
る
た
め
の
教

科
書
で
す
。
町
に
は
法
律
な

ど
の
詳
し
い
書
類
は
そ
れ
ぞ

れ
の
課
に
あ
り
ま
す
が
、
分

か
り
に
く
い
の
で
『
福
祉
マ

ッ
プ
』
を
見
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
『
福
祉
マ
ッ
プ
』

は
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ

て
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
不

得
意
分
野
を
モ
タ
モ
タ
説
明

す
る
よ
り
、
コ
ピ
ー
し
て
渡

し
た
方
が
利
用
者
に
と
っ
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
の

前
の
地
域
ケ
ア
会
議
で
、
介

護
保
険
支
援
専
門
員
へ
の
説

明
資
料
と
し
て
も
コ
ピ
ー
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
在
宅
福
祉
係
と
し

て
介
護
保
険
外
の
サ
ー
ビ
ス

（
介
護
予
防
・
生
活
支
援
事

業
他
）
を
担
当
し
て
い
ま
す

が
、
第
三
部
の
県
内
各
市
町

村
の
福
祉
制
度
一
覧
は
新
し

く
事
業
を
始
め
よ
う
と
思
っ

た
時
に
問
い
合
わ
せ
る
の
に

使
わ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
相
談
窓
口
と
電
話
番
号

も
出
て
い
る
の
で
便
利
で

す
。『

福
祉
マ
ッ
プ
』
の
特
徴

と
し
て
「
ご
存
じ
で
す
か
？
」

と
「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
」
「
コ
メ
ン
ト
」
が

所
々
に
入
っ
て
い
ま
す
。
私

は
こ
れ
を
読
む
の
が
楽
し
み

で
、
「
ご
存
じ
で
す
か
？
」

と
「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
」
は
、
詳
し
く
分
か
り

や
す
い
説
明
が
さ
れ
て
お
り

勉
強
に
な
り
ま
す
し
、「
コ

メ
ン
ト
」
は
、
現
行
制
度
に

対
す
る
現
場
の
人
た
ち
か
ら

の
問
題
提
起
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
行
政
に
働
く
者
と
し
て
、

特
に
「
コ
メ
ン
ト
」
は
、
町

の
体
制
整
備
の
参
考
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。「

困
っ

た
時
、
分

か
ら
な
い

時

に

は

『
福
祉
マ

ッ
プ
』
と

思

い

、

『
福
祉
マ

ッ
プ
』
は
、

常
に
私
の

机
の
横
に

置
い
て
あ

り
ま
す
。

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
教
科
書

│
常
に
机
の
横
に
置
い
て
│

4

　
田
中
　
京
子

津
幡
町
保
険
年
金
課
 

※『福祉マップ』は県内主要書店にて販売していますが、
手に入れにくい場合などは、保険医協会でも受け付
けます。（この場合、送料がかかります。）

電話：076（222）5373／FAX：076（231）5156

会
員
に
は
一
冊
無
料
で
お
送
り
し
て
あ
り
ま
す
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現在、私が勤務するのは、長期療養を必要と

する高齢の患者さまを中心とした病院です。こ

こでのＳＴ（言語聴覚士）の役割は、加齢に伴

うさまざまなコミュニケーション障害への対処

や嚥下障害への取り組みが中心となります。

今回は、当院での貴重な経験の中から、お一

人の女性をご紹介します。

Ｍさん、92歳。10代のころ、すなわち大正時

代に、教師を目指し、ひとり夜汽車に乗り二昼

夜。ようやくたどりついた金沢の地で、苦学の

末、立派に目標を達成したバイタリティーの持

ち主。今も、優しい子どもさんたちの尊敬を受

けています。

軽度の多発性脳梗塞と加齢による心身機能低

下のため、ちょっとした体調の崩れから、脱水

と意識の低下を起こし、食事が摂れなくなりま

した。入院当初は誤嚥性肺炎を併発、点滴や経

鼻チューブはすぐに自己抜去、しかも医学的要

因により胃ろう造設は困難。嚥下訓練の依頼が

出たときには、そのお年で、その状態で、ＳＴ

が何かできるのかしら、と躊躇したほどでした。

しかし、そこは明治のお生まれ。意識障害の

回復とともに嚥下機能も次第に改善、嚥下造影

で安全性を確認しつつ、慎重に経口摂取を進め

た結果、4カ月後には自力摂取が可能となりまし

た。その間も、毎日、器用に丁寧に経鼻チュー

ブを抜いてはベッドの柵にかけておいてくださ

るため、看護婦さんが毎朝必要なときだけ挿入

する間歇的経管栄養法で協力してくれました。

ご自分で食べていただくにあたって、ペース

は？量は？との心配も、持ち前のお行儀のよさ

でクリアされました。

お食事が自立してくれば、次は日中を有意義

に過ごしていただこうと、ＯＴ（作業療法）を

開始しました。最初は座位も短時間しかもたな

かったのが、次第に耐久性が増し、もともとお

得意なお習字や編物を楽しめるようになりまし

た。断片的だった会話は、これまで培ってこら

れた知識や教養を髣髴とさせる豊富さを取り戻

しました。

今日が何月何日か、お年はおいくつか、など

些細なことには、もうあまり関心を示されませ

んが、始めは

一桁だったＨ

ＤＳ－Ｒ（長

谷川式簡易知

能評価スケー

ル）が10カ月

後には20点を

越えました。

眼鏡をかけ背

筋を伸ばし雑

誌に目を通しているお姿は、きりりとして近づきが

たいほどです。

ある日のこと、病室でお声をかけていると、娘

さんがお見舞いにこられました。「この方どなた？」

という娘さんの問いに、Ｍさん、にっこり笑って、

「どこのどなたかは存じ上げないけど、先ほどから

とても親しくお話ししてくださるのよ」こまごま

とした記憶はすこしくらい遠のいても、さすが厳

格な女教師、美しい日本語です。

彼女を通して、私は、高齢だからと先入観を持

つのではなく、客観的な評価から導かれた適切な

アプローチの有用性を改めて教えられました。

今後もまた、新たな“先生”が現れるにちがい

ありません。

いつまでも、先生 

石川県言語聴覚士会・リレー寄稿〈2〉 

千木病院リハビリテーション科 
言語聴覚士 服部千賀子 （石川県言語聴覚士会キャラクター「イスタくん」） 

石川県言語聴覚士会からのお知らせ 

●ご注文・お問い合わせ先は下記へ 

石川県言語聴覚士会事務所 
〒９２３‐８５５１ 小松市八幡イ12－7 
 リハビリテーション加賀八幡温泉病院　言語療法課内 

言語聴覚障害シリーズパンフレット①「失語症」②「ことばの遅れ」

（各A4判3つ折）ができました。それぞれの障害について患者さん・

ご家族がまずお知りになりたいと思われることがらにお答えする形で

分かりやすくまとめてあります。 

ご希望の方に実費（各1部20円＋送料別途）でお送りさせていた

だきます。ぜひ、ご利用ください。 

TEL：0761‐47‐1212 内 450／FAX：0761‐47‐1941 
Email：st@katsuki-g.com

第16回 保団連医療研究集会 
メインテーマ「ともに築こう、新世紀の医療と福祉」 

■日  時 
２００１年 
　　　 　　　　（前夜祭9月21日） 

9月22 ～23
■会  場 

■参加者募集の対象、および参加費 

■お問い合わせ 

北海道札幌市 
 札幌市中央区北1条西11丁目 
 TEL：011‐271‐2711

・医師、歯科医師（10,000円） 
・事務局（3,000円） 
・コ・メディカル、コ・デンタル、家族、従業員（500円） 
・一般（500円） 

（土） 
日 

（日） 
日 

ロイトン札幌 
9月21日（金）  19：00～21：00 
・ ウェルカムパーティー　サッポロビール園 
 

9月22日（土）  14：30～20：30 
①オープニング行事　14：30～15：00 
・ 保団連会長挨拶 
・ 実行委員長挨拶 
・ 来賓挨拶 
・ 次回主務地協会代表挨拶等 
②記念講演（一般公開）　15：00～16：30 
・ 「21世紀は人間を幸福にするか─専門化社会といのちの危機」 
・ 柳田邦男氏 

〔休憩　16：30～16：40〕 
③シンポジウム「アジアの医療」　16：40～18：40 
④共同調査結果の発表　18：40～19：00 
　「2001医療意識調査　医者の思い・患者の思い」 
⑤懇親会　19：00～20：30 
⑥ポスターセッション 

9月23日（日）  9：00～15：00 
①分科会　9：00～12：00 
（1）「在宅医療・介護」 
（2）「医科診療の研究及び工夫」 
（3）「歯科診療の研究及び工夫」 
（4）「子どもの健康・医療」 
（5）「医療事故を防ぐための工夫」 
（6）「公害・環境」 
（7）「医学・医療運動史」 
（8）「医療現場におけるジェンダー」 
②ポスターセッション 

医院新聞・雑誌、患者教育用ポスターやパンフレット、
手作りの診療器具等々の展示や一般講演の発表 

③シンポジウム　13：00～15：00 
（1）シンポジウム Ⅰ 
　 「いま萩野吟子を問いなおす─女性医療従事者
　　 を取り巻く環境はどう変わったか」 
（2）シンポジウム Ⅱ 
　  「シックハウス症候群と化学物質過敏症」 
（3）シンポジウム Ⅲ 
　  「医療事故・医療ミス」 

④フェアウェルパーティー　15：00～16：00

プログラム 

石川県保険医協会 TEL：076‐222‐5373 FAX：076‐231‐5156



で
す
。

【
大
川
】
城
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
つ

く
し
」
で
は
、
訪
問
看
護
は
利

用
料
が
二
百
五
十
円
か
ら
八
百

三
十
円
に
上
が
り
手
控
え
が
あ

っ
て
、
や
は
り
一
人
当
た
り
の

回
数
が
減
り
、
一
割
は
減
り
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
介
護
保
険

に
な
っ
て
か
ら
「
特
別
訪
問
看

護
指
示
書
を
書
い
て
く
れ
」
と

い
う
の
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

医
療
保
険
の
方
で
二
週
間
を
限

度
に
毎
日
訪
問
看
護
に
入
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。

【
井
沢
】
僕
の
所
で
は
ど
う
し

て
減
っ
て
い
る
の
か
と
い
う

と
、
条
件
の
良
い
老
人
保
健
施

設
が
い
く
つ
か
オ
ー
プ
ン
し
て

入
所
す
る
人
が
多
い
。
も
う
一

つ
は
、「
社
会
的
入
院
」
と
い

う
言
葉
が
あ
っ
た
よ
う
に
「
社

会
的
往
診
」
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
あ
る
意
味
で
は
介
護

保
険
の
成
果
だ
と
思
う
ん
だ
け

れ
ど
も
、
従
来
家
で
寝
た
き
り

に
な
っ
て
床
ず
れ
も
で
き
て
た

は
ず
の
人
が
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ

（
9
面
に
つ
づ
く
）

【
高
原
】
当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
医
療
保
険
の
時
か
ら
の
利

用
者
が
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
い

ま
す
が
、
一
人
当
た
り
の
回
数

は
減
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
裾

野
が
増
え
た
の
で
総
数
は
減
っ

て
い
ま
せ
ん
。
利
用
状
況
は
、

要
介
護
四
・
五
が
半
分
で
、
残

り
半
分
は
一
・
二
の
方
の
予
防

的
な
形
、
リ
ハ
ビ
リ
と
い
う
形

合
病
院
の
ド
ク
タ
ー
も
訪
問
看

護
を
推
奨
し
て
下
さ
る
た
め

か
、
ま
た
増
え
て
き
ま
し
た
。

【
坪
坂
】
前
に
勤
め
て
い
た
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
状
況
を
聞
い
て

き
た
の
で
す
が
、
人
数
的
に
は

伸
び
な
い
け
れ
ど
も
、
訪
問
回

数
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
医
療
依
存

度
の
高
い
方
、
要
介
護
四
以
上

の
重
症
者
が
多
く
な
っ
て
、
要

介
護
一
、
二
の
方
が
福
祉
系
に

移
る
形
に
な
り
ま
し
た
。
私
の

所
も
同
様
で
、
病
院
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
重
症
者
の

紹
介
を
受
け
、
現
在
十
五
人
ほ

ど
の
利
用
者
に
対
し
約
百
件
ほ

ど
行
っ
て
い
ま
す
。

所
で
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
、
総

【
司
会
】
そ
れ
は
ど
う
し
て
で

し
ょ
う
？

【
藤
本
】
最
初
、
福
祉
系
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
立
て
ら
れ
た
た
め
か
、
単
価

の
高
い
訪
問
看
護
よ
り
も
、
同

じ
く
ら
い
の
単
価
で
一
日
い
ら

れ
る
通
所
介
護
や
通
所
リ
ハ
に

移
行
し
た
ん
で
す
。
利
用
者
本

人
よ
り
も
家
族
の
思
い
と
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
意
向
が
一
致
し

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す
。
し
か
し
、
最
近
は
自
分
の

す
。
在
宅
患
者
さ
ん
百
五
十
人

弱
の
う
ち
、
私
が
約
六
十
人
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
訪
問
看
護

婦
は
常
勤
換
算
で
六
人
ち
ょ
っ

と
く
ら
い
で
す
。
あ
と
通
所
リ

ハ
・
訪
問
介
護
・
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
・
移
送
入
浴
サ
ー
ビ

ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
井
沢
】
金
沢
市
諸
江
で
内
科

を
開
業
し
て
い
ま
す
。
開
業
以

来
、
訪
問
看
護
と
訪
問
診
療
は

ず
っ
と
続
け
て
い
ま
し
た
が
、

最
多
の
時
期
で
約
四
十
五
件
あ

っ
た
往
診
も
次
第
に
減
っ
て
、

現
在
二
十
件
で
す
。
訪
問
看
護

は
約
十
五
件
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
は
い
ま
せ
ん
。

【
司
会
】
そ
れ
で
は
介
護
保
険

施
行
前
後
で
、
訪
問
看
護
の
件

数
の
増
減
で
も
結
構
で
す
し
、

や
り
に
く
く
な
っ
た
、
あ
る
い

は
良
く
な
っ
た
点
に
つ
い
て
お

答
え
下
さ
い
。

【
藤
本
】
介
護
保
険
前
は
月
二

十
回
あ
っ
た
訪
問
看
護
が
、
一

旦
四
分
の
一
に
減
っ
た
の
で
す

が
、
今
年
に
な
り
よ
う
や
く
以

前
の
件
数
に
回
復
し
ま
し
た
。

な
り
ま
す
が
、
そ
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
在
宅
生
活
を
フ
ル
に
支
援

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
午
前

中
が
外
来
、
午
後
が
訪
問
診
察

と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
、
全
部
で

七
人
の
医
師
で
回
っ
て
い
ま

【
司
会
】
今
日
は
皆
さ
ん
、
お

忙
し
い
と
こ
ろ
を
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
保
険
医
協
会
学

術
・
保
険
部
長
の
小
川
で
す
。

一
年
半
が
経
っ
て
介
護
保
険
も

少
し
姿
が
見
え
て
参
り
ま
し

た
。
一
番
変
わ
っ
た
の
は
医
療

保
険
か
ら
介
護
保
険
に
大
半
が

移
行
し
た
訪
問
看
護
で
、
患
者

さ
ん
の
利
用
の
仕
方
も
変
わ
っ

て
き
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
い

て
お
り
ま
す
の
で
、「
訪
問
看

護
を
通
し
て
在
宅
医
療
を
見
直

し
、
介
護
保
険
を
斬
る
」、
そ

う
い
う
趣
旨
で
今
回
は
第
一
線

の
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。

【
藤
本
】
松
任
の
新
内
科
医
院

の
看
護
婦
で
藤
本
で
す
。
十
年

ほ
ど
前
か
ら
、
医
院
周
辺
二
〜

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
人
を
対
象

に
し
た
訪
問
看
護
を
し
て
い
ま

す
。
一
週
間
に
三
回
、
午
後
の

二
〜
三
時
間
を
二
人
の
看
護
婦

で
交
替
で
し
て
い
る
の
で
、
た

く
さ
ん
の
人
は
受
け
ら
れ
な
い

の
で
す
が
、
介
護
保
険
施
行
前

か
ら
行
っ
て
い
る
人
が
三
人
位

と
、
ほ
か
の
事
業
所
か
ら
依
頼

さ
れ
た
人
が
三
人
で
、
現
在
、

月
平
均
十
八
回
ほ
ど
の
訪
問
看

護
を
し
て
い
ま
す
。

【
坪
坂
】
私
は
民
間
単
独
型
の

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
運

営
し
て
お
り
、
エ
リ
ア
は
金
沢

市
の
南
部
の
方
で
す
。
民
間
で

始
め
よ
う
と
思
っ
た
動
機
は
、

介
護
保
険
で
補
え
な
い
部
分
を

何
か
で
き
な
い
か
な
と
い
う
こ

と
か
ら
で
す
。
介
護
保
険
の
訪

問
看
護
の
他
に
医
療
依
存
度
の

高
い
方
の
付
添
看
護
も
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
介
護
者
が
外
出

す
る
時
の
付
添
援
助
や
、
病
院

か
ら
外
泊
す
る
方
の
二
泊
三
日

の
訪
問
看
護
、
た
と
え
ば
一
晩

で
も
家
に
帰
り
た
い
と
い
う
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
方
の
支
援
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
高
原
】
野
々
市
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
婦
で
す
。

当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
石
川
県

の
医
療
在
宅
ケ
ア
事
業
団
十
九

カ
所
あ
る
う
ち
の
一
カ
所
で
す
。

野
々
市
は
高
齢
化
が
低
く
、
施

設
の
多
い
町
で
は
あ
り
ま
す
が
、

六
年
目
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
利
用
者
や
、
他
部
門

に
も
、
訪
問
看
護
が
町
に
定
着

し
て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
大
川
】
城
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
は

オ
ー
プ
ン
し
て
も
う
三
年
半
に

評
価
や
自
立
支
援
も
で
き
る
訪
問
看
護
婦 

町
に
訪
問
看
護
が
定
着 

一
時
減
っ
た
が
、ま
た
元
に

4
・
5
は
医
療
依
存
高
く 

1
・
2
は
福
祉
系
へ 

利
用
料
高
い
介
護
保
険 

施
設
入
所
希
望
も
多
く

座談会出席者 
（順不同・敬称略） 

藤本　りえ（新内科医院・ナース） 

坪坂　了子（アリス訪問看護ステーション代表） 

高原美智子（野々市町訪問看護ステーション・ナース） 

大川　義弘（神経内科・城北クリニック） 

井沢　宏夫（内科・保険医協会理事・井沢内科医院） 

小川　滋彦（内科・保険医協会理事・小川病院） 司会 

坪坂　了子
（アリス訪問看護ステーション代表）

大川　義弘
（神経内科・城北クリニック）
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介
護
度
の
高
い
人
だ
と
在
宅
に

い
て
も
そ
の
金
額
プ
ラ
ス
お
む

つ
代
と
か
で
、
施
設
で
一
カ
月

暮
ら
す
金
額
と
大
体
同
じ
く
ら

い
に
な
る
の
で
、
施
設
志
向
に

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
在
宅
だ
と
自
己
負
担
が
安

く
て
済
む
よ
う
に
配
慮
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

【
坪
坂
】
ま
だ
ま
だ
本
当
に
利

用
す
る
人
の
意
向
が
反
映
さ
れ

て
い
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

を
選
ぶ
に
し
て
も
、
あ
て
が
わ

れ
た
の
を
受
け
て
い
る
と
い
う

段
階
だ
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と

職
種
の
枠
組
み
、
仕
事
の
枠
組

み
と
い
っ
た
情
報
を
利
用
者
に

提
供
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
ま

す
。
た
だ
、
今
言
っ
た
こ
と
と

矛
盾
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
在
宅
を
支
え
る
た
め
に
、

そ
の
枠
組
み
を
超
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
部
分
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。看
護
婦
で
あ
っ
て
も
、

ト
イ
レ
が
汚
れ
て
い
た
ら
、
滑

っ
て
転
ぶ
か
な
と
思
っ
て
そ
こ

を
拭
い
て
く
る
と
か
、
と
い
っ

た
こ
と
な
ん
で
す
。

【
司
会
】
本
日
は
有
意
義
な
お

話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
介
護
保
険
制
度
の
み
な
ら

ず
、
訪
問
看
護
を
通
し
て
在
宅

医
療
そ
の
も
の
を
原
点
に
帰
っ

て
考
え
直
す
よ
い
機
会
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

【
高
原
】
た
と
え
ば
、「
家
に
居

た
い
」
と
い
う
要
介
護
四
の
高

齢
の
方
と
、
一
方

、「
私
た
ち

も
疲
れ
て
き
て
い
る
」
と
い
う

介
護
者
。
そ
う
い
っ
た
両
者
の

思
い
を
聞
き
な
が
ら
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
的
に
調
整
し
て
い
け
る

の
も
訪
問
看
護
婦
な
ら
で
は
と

思
い
ま
す
。

【
大
川
】
身
体
介
護
の
ヘ
ル
パ

ー
さ
ん
は
言
わ
れ
た
と
お
り
だ

け
や
る
。
訪
問
看
護
婦
さ
ん
の

場
合
は
評
価
も
す
る
し
、
特
殊

な
医
療
や
自
立
支
援
も
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

【
司
会
】
最
後
に
、
こ
れ
か
ら

の
介
護
保
険
に
対
し
て
、
行
政

に
働
き
か
け
る
と
か
、
保
険
医

協
会
と
し
て
お
手
伝
い
で
き
る

よ
う
な
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
願
い
し
ま
す
。

【
高
原
】
訪
問
看
護
を
介
護
度

の
低
い
人
で
も
、
も
っ
と
予
防

的
に
入
れ
る
こ
と
が
介
護
保
険

本
来
の
目
的
か
ら
し
て
理
想
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

だ
い
た
り
、
そ
う
い
う
部
分
が

看
護
職
の
役
割
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
介
護
保
険
に
な
っ
た
ら

時
間
に
制
約
さ
れ
る
の
で
、
家

族
の
話
を
十
聞
い
て
い
た
の
が

三
ぐ
ら
い
し
か
聞
け
な
い
、
と

い
う
不
満
も
あ
り
ま
す
。
あ
る

程
度
、臨
機
応
変
に
調
整
し
て
、

そ
う
い
っ
た
時
間
を
と
る
よ
う

に
は
心
が
け
て
い
ま
す
が
。

は
な
い
か
と
先
生
に
伝
え
た

り
、
家
族
に
も
納
得
し
て
い
た

【
司
会
】
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

特
に
福
祉
系
の
方
に
対
す
る
啓

蒙
で
す
ね
。
利
用
者
に
対
し
て

は
い
か
が
で
す
か
？

【
坪
坂
】
私
た
ち
は
バ
イ
タ
ル

と
っ
て
、
爪
を
切
り
な
が
ら
身

体
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
信
頼

関
係
を
作
っ
て
い
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
。「
今

日
は
い
つ
も
よ
り
血
圧
高
い
け

ど
、
ゆ
う
べ
寝
ら
れ
な
か
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
話
を
聞
く

だ
け
で
家
族
の
気
分
が
楽
に
な

る
。
さ
ら
に
頭
痛
と
か
吐
き
気

と
か
総
合
的
に
今
日
は
こ
う
で

ャ
ー
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
ま

っ
た
く
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

【
司
会
】
そ
う
い
っ
た
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
や
一
般
の
方
に
、
身

体
介
護
の
ヘ
ル
パ
ー
と
訪
問
看

護
と
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
分

か
っ
て
も
ら
い
ま
す
か
。

【
高
原
】
野
々
市
で
居
宅
支
援

事
業
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

連
絡
会
と
い
う
の
を
月
一
回
や

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
発

表
の
場
で
「
看
護
と
介
護
の
違

い
」
か
ら
分
か
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
、
資
料
を
準
備
し
て
い
ま

す
。

【
坪
坂
】
う
ち
の
利
用
者
の
ほ

と
ん
ど
は
医
療
依
存
度
が
高
い

の
で
、
介
護
保
険
だ
と
す
ご
く

お
金
が
か
か
る
。
た
だ
、
介
護

保
険
の
良
い
点
は
、
複
数
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
入
れ
る
の
で
、

頻
回
に
行
か
な
き
ゃ
い
け
な
い

時
に
毎
日
行
け
る
。
医
療
保
険

で
は
重
症
に
な
っ
て
も
一
つ
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
し
か
使
え
な
い

と
い
う
矛
盾
が
あ
り
ま
す
。

【
司
会
】
介
護
保
険
で
は
お
金

さ
え
払
え
ば
、
あ
る
程
度
自
由

度
が
増
し
た
面
も
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
介
護
保
険
下
で

は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
る
と
い
う
点
に
つ

い
て
い
か
が
で
す
か
。

【
高
原
】
確
か
に
訪
問
看
護
を

理
解
し
て
下
さ
ら
な
い
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

っ
て
、
簡
単
に
削
り
落
と
し
た

り
す
る
。
今
ま
で
三
回
行
っ
て

や
っ
と
維
持
で
き
て
い
た
利
用

者
も
い
る
の
で
す
。

【
藤
本
】
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
方
に

も
っ
と
訪
問
看
護
を
入
れ
た
い

と
医
療
機
関
が
思
っ
て
も
、
こ

ち
ら
か
ら
常
に
状
態
報
告
を
し

て
あ
げ
な
い
と
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

（
8
面
の
つ
づ
き
）

と
か
入
浴
サ
ー
ビ
ス
と
か
に
連

れ
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
先
生
、
た
ま
に
は
診
に
来
て

く
れ
や
」
と
い
う
の
が
な
く
な

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

【
司
会
】
定
期
的
な
訪
問
診
療
、

訪
問
看
護
の
存
在
意
義
に
ま
で

か
か
わ
る
重
要
な
問
題
で
す

ね
。

【
井
沢
】
要
介
護
三
以
上
の
人

だ
と
、
僕
が
月
に
二
回
隔
週
で

行
っ
て
訪
問
看
護
が
隔
週
行

く
。
大
体
落
ち
着
い
て
い
る
人

た
ち
は
月
二
回
の
繰
り
返
し
で

診
ら
れ
る
。
看
護
婦
さ
ん
が
バ

イ
タ
ル
と
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

雰
囲
気
を
感
じ
取
っ
て
来
て
く

れ
れ
ば
、そ
れ
で
一
応
い
け
る
。

そ
う
い
う
役
割
を
看
護
婦
は
果

た
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

【
司
会
】
医
療
保
険
か
ら
訪
問

看
護
の
大
部
分
が
介
護
保
険
に

移
行
し
た
功
罪
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
？

【
藤
本
】
医
療
保
険
の
時
に
は
、

う
ち
の
場
合
は
七
十
歳
以
上
で

月
四
回
ま
で
の
一
部
負
担
金
以

外
は
全
部
無
料
だ
っ
た
の
で
す

ね
。
だ
か
ら
家
族
も
使
い
や
す

か
っ
た
し
、
週
三
回
ま
で
は
自

由
に
こ
ち
ら
の
判
断
で
入
れ
ま

し
た
。
介
護
保
険
で
は
金
額
が

高
い
と
い
う
の
が
一
番
問
題
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

座談会

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の 

啓
蒙
が
必
要 

時
間
に
制
約
さ
れ
、 

ゆ
っ
く
り
話
が
聞
け
な
い

意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い

利
用
者
へ
の
情
報
提
供
を 

高原　美智子
（野々市町訪問看護ステーション・ナース）

藤本　りえ
（新内科医院・ナース）

小川　滋彦（司会）
（内科・保険医協会理事・小川医院）

井沢　宏夫
（内科・保険医協会理事・井沢内科医院）

約2時間にわたり、熱心な討論が続いた



紙
芝
居
は
日
本
独
自
の
文
化

財
で
す
。

わ
た
し
の
子
ど
も
時
代
に
は

「
街
頭
紙
芝
居
」
が
全
盛
で
し

た
。「
黄
金
バ
ッ
ト
」
な
ど
を

な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
方

も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
街
頭
紙
芝
居
も
テ
レ
ビ

の
出
現
に
よ
っ
て
、
す
っ
か
り

姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
は
、「
教
育
紙
芝
居
」
と

い
う
こ
と
で
、
幼
稚
園
、
保
育

所
、
学
校
な
ど
で
や
ら
れ
て
い

ま
す
。

で
も
、
絵
本
に
比
べ
る
と
地

位
は
低
く
見
ら
れ
が
ち
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
紙
芝
居
が
大

好
き
で
す
。
演
じ
方
の
上
手
、

下
手
な
ど
関
係
な
し
に
熱
中
、

集
中
し
て
見
て
く
れ
ま
す
。
紙

芝
居
に
は
不
思
議
な
力
が
あ
る

よ
う
で
す
。そ
の
秘
密
は
何
か
、

わ
た
し
に
も
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
。
と
に
か
く
大
好
き
で
す
。

わ
た
し
は
、
教
員
時
代
、
子

ど
も
た
ち
に
教
室
で
毎
日
の
よ

う
に
紙
芝
居
を
し
て
い
ま
し

た
。
一
、
二
年
生
ば
か
り
で
な

く
、
五
年
生
も
熱
中
し
て
く
れ

ま
し
た
。

低
学
年
の
子
た
ち
は
、
も
う

無
条
件
で
紙
芝
居
に
飛
び
つ
い

て
き
ま
す
。
高
学
年
の
子
た
ち

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

わ
た
し
が
五
年
生
の
子
た
ち

を
担
任
し
た
時
で
す
。

始
業
式
に
紙
芝
居
を
し
ま
し

た
。
五
年
生
の
子
た
ち
の
中
に

は
、
紙
芝
居
を
喜
ぶ
子
も
半
数

近
く
い
ま
し
た
。
残
り
の
半
数

の
子
た
ち
は
と
い
え
ば
、
ち
ょ

っ
と
斜
に
構
え
て
、「
わ
た
し

た
ち
を
何
年
生
だ
と
思
っ
て
る

の
、低
学
年
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
、

い
い
加
減
に
し
て
や
」
と
い
う

感
じ
で
い
ま
し
た
。
で
も
、
わ

た
し
は
そ
ん
な
こ
と
気
に
か
け

ず
、
や
り
ま
し
た
。

次
の
朝
、
教
室
に
行
く
と
、

「
先
生
、
今
日
も
紙
芝
居
す
る

が
？
何
時
間
目
に
す
る
が
？
ど

ん
な
の
す
る
が
？
」
と
矢
継
ぎ

早
の
質
問
が
飛
ん
で
き
ま
し

た
。こ

の
五
年
生
に
は
年
間
百
八

十
回
し
ま
し
た
。

先
日
、
愛
知
県
の
小
学
校
に

出
か
け
て
き
ま
し
た
。
午
前
中

は
、
一
、
二
、
三
年
生
に
そ
れ

ぞ
れ
や
り
、
昼
休
み
は
希
望
者

に
と
い
う
こ
と
で
五
十
人
ほ
ど

集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

の
一
人
、
六
年
生
が
「
読
ん
で

も
ら
う
前
、
は
っ
き
り
い
っ
て

き
た
い
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
お
じ
さ
ん
は
お
も

し
ろ
く
て
、
し
ゃ
べ
り
方
が
ユ

ニ
ー
ク
で
、
ば
く
し
ょ
う
で
し

た
」
と
、
感
想
を
書
い
て
く
れ

ま
し
た
。

わ
た
し
が
紙
芝
居
に
力
を
入

れ
て
い
る
わ
け
は
、
「
ナ
マ
」

の
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
も

っ
と
も
っ
と
感
じ
て
ほ
し
い
か

ら
で
す
。

子
ど
も
た
ち
を
取
り
ま
く
状

況
は
、
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
ゲ

ー
ム
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
、
間
接

体
験
、
機
械
を
通
し
た
音
声
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

こ
と
を
否
定
す
る
気
持
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
は
す
ば
ら
し

い
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
価
値
を

持
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
子
ど

も
が
人
間
に
な
っ
て
い
く
上
で

の
大
切
な
こ
と
を
満
た
し
た
こ

と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
ナ
マ
」
の
肉
声
が
も
う
一
方

に
要
る
の
で
す
。
お
互
い
の
気

持
の
交
流
が
大
切
な
の
で
す
。

紙
芝
居
は
そ
れ
を
し
っ
か
り

持
っ
て
い
ま
す
。

い
っ
て
み
れ
ば
、
ラ
イ
ブ
シ

ョ
ー
な
の
で
す
。
芝
居
な
の
で

す
。
演
じ
手
と
観
客
と
の
感
情

の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
る

の
で
す
。

紙
芝
居
が
始
ま
っ
て
も
、
な

か
な
か
集
中
で
き
な
い
子
も
い

ま
す
。
で
も
、
そ
ん
な
子
が
い

て
も
心
配
ご
無
用
、
一
場
面
、

二
場
面
と
進
む
う
ち
に
、
だ
ん

だ
ん
舞
台
の
中
の
画
面
の
方
を

向
い
て
き
ま
す
。
三
場
面
、
四

場
面
と
進
ん
で
い
く
と
、も
う
、

騒
ぐ
子
、
集
中
で
き
な
い
子
は

い
ま
せ
ん
。
シ
ー
ン
と
な
っ
て

舞
台
に
視
線
が
集
中
し
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
、
わ
た
し
は
心

の
中
で
「
ヤ
ッ
タ
ー
」
と
叫
ん

で
い
ま
す
。

こ
ん
な
に
素
晴
し
い
、
楽
し

い
紙
芝
居
を
も
っ
と
も
っ
と
多

く
の
子
に
、
金
沢
、
石
川
ば
か

り
で
な
く
日
本
中
の
、
い
や
世

界
中
の
子
に
み
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
先
日
も
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
日
本
人
学
校
の
子
た

ち
の
所
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
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シ
リ
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野
間
　
成
之 
「
ナ
マ
」
の
肉
声
で
気
持
ち
の
交
流

 

子
ど
も
た
ち
に
紙
芝
居
を 

の
ま
ひ
ょ
う
し
ぎ
の
会
代
表 

元
小
学
校
教
師 このコーナーへの 

原稿原稿を募集募集します。 
このコーナーへの 
原稿を募集します。 
保険医協会では、子どもの心の問題

に関する活動を進めるにあたり、本コー

ナーにて、読者のご意見をリレー式に

掲載させていただいています。ご自身

の地域や関わる団体について、あるい

は日ごろ思っていることなどを、800

字から1200字程度にまとめて、編集

部へお送り下さい。 

〈連絡先〉 

のまひょうしぎの会 
〒920－1161 
金沢市鈴見台2の20の10 
TEL／FAX：263‐5659（野間） 

首相の靖国神社参拝が内外で大き
な問題になっています。何が問題な
のか、問答形式で考えてみました。

※

Q 小泉首相の靖国参拝は憲法違反
だといいますが……。

A 戦前、「お国のために死ねば靖
国神社に祀ってやる」と言われ、

靖国神社が戦争遂行の手段に使われ
ました。その反省から戦後、憲法は
国やその機関の宗教的活動を禁止し
ました。裁判でも、「首相の靖国参拝
は違憲」という判決が確定していま
す。

Q それは分かりますが、小泉首相
は「日本の平和と繁栄は、戦没

者の尊い犠牲の上に成り立つ。敬意
と感謝の気持ちを込めて参拝するの
は当然だ」と言っています。そう考
える日本人は多いと思われますが。

A 「尊い犠牲」といいますが、こ
の戦争で犠牲になったのはアジ

アの人々です。日本は加害者、侵略
者だったんですから「尊い犠牲」は
日本軍によって命を亡くした彼らで
す。それに、その言い方には「侵略
戦争」が「尊い行為」であったかの
ような響きがあります。

Q でも、戦争に行きたくて行った
んじゃありません。

A そう、国家によって有無を言わ
せず、駆り出されましたからね。

反対すれば弾圧されました。その意
味では犠牲者です。

Q だから、国が祀るのは当然で、
それを悼むのは当たり前なんじ

ゃないでしょうか？

A ところが、靖国神社は戦没者を
悼むところではありません。靖

国は、彼らの死を「名誉の死」とと
らえ、彼らを神、「英霊」として讃え
る場です。戦争に駆り立てた戦犯も
一般兵士も同じように讃えています。

靖国神社の性格は、何も変わってい
ないのです。

Q そうか。参拝といっても意味が
違うんですね…。

A 戦没兵士が国に望んでいること
は、「神」として讃え感謝して

もらうことではなく、アジア侵略を
「聖戦」と信じこませ、自分たちを死
に追いやった国の責任追及ではない
でしょうか。

◎大きな問題になってきた 「靖国参拝」なぜ問題なのか?
戦没者を悼むのではなく
神として讃え祀る神社

東京・九段の靖国神社には軍服姿で
参拝する集団がめだつ（昨年の8月15日）

56回目の終戦記念日がやってきます。
あの戦争で日本では300万人余りが

亡くなりました。アジアでは、2,000
万を超える人々が日本の植民地支配や侵
略の犠牲になりました。
■ですから、8月15日は、中国からみれば満
州事変からの15年間におよぶ日本による侵
略が、韓国からみれば35年間にわたる日本
の植民地支配が、さらに台湾からみれば、
50年もの長きにわたる日本による支配・統
治が終わりを告げた日でした。
■敗戦後、日本は再び戦争はしないと戦争
放棄を憲法で誓い、その理想の実現にむけ
て、新しい教育の方向を示した教育基本法
を制定したのでした。
■それから50年余。憲法や教育基本法を改
正しようとする動きが急速に強まり、日本
のアジア侵略を美化する「新しい歴史教科
書をつくる会」の教科書が子どもたちに渡
されるような事態になってきました。
小泉首相は、「有事立法」制定の検討を指

示し、8月15日には「お国のために」死んだ
軍人らを「神」として祀っている靖国神社
に参拝すると宣言しています。
■こうした動きにアジア諸国の警戒心が高
まり、スポーツや文化交流を中止する動き
が広がってきまし
た。
敗戦後、憲法で

誓ったはずの平和
と友好の誠心、そ
れが問われていま
す。

56回目の終戦記念日 

「危険な国」になった日本 「危険な国」になった日本 
近づく8・15

「私たちは〈お国のため〉と言わ
れ、そう信じ、男たちは戦争に行
き、12～13歳の幼い私たちも作業
に行った。が、あの戦争が、銃後
の労働奉仕が、〈お国のために〉に
なったのか。あの戦争は逆に〈お
国〉を滅ぼしたのではないか。い
や〈お国〉だけでなく、アジアの

国々を不幸にし、何千万の人の命
をむざむざと奪ったではないか。
しかし、多くの遺族たちが〈お国
のため〉という。…そのうち私は、
人により〈国〉ということの意味
がちがうことにも気づいた」（関
千枝子・ジャーナリスト、『軍縮問
題資料』8月）

「あの戦争がお国のためだったのか」
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私
た
ち
の
利
用
し
た
オ
ス

ロ
発
着
の
一
週
間
フ
ィ
ヨ
ル

ド
・
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
さ
ら

に
ソ
グ
ネ
フ
ィ
ヨ
ル
ド
と
南

の
ハ
ダ
ン
ゲ
ル
フ
ィ
ヨ
ル
ド

を
観
光
し
て
オ
ス
ロ
に
戻

る
。
私
た
ち
は
ベ
ル
ゲ
ン
で

下
車
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
向
か
う
こ
と

に
し
て
い
た
の
で
朝
食
後
、

レ
イ
マ
ン
夫
妻
や
ビ
ヨ
ン
と

別
れ
を
告
げ
、
九
時
発
の
ベ

ル
ゲ
ン
鉄
道
で
ミ
ル
ダ
ー
ル

へ
向
か
う
た
め
に
駅
に
急
い

だ
。ベ

ル
ゲ
ン
駅
は
小
さ
な
駅

舎
で
ど
こ
に
駅
員
が
い
る
の

か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
だ
。
改

札
も
な
く
、
列
車
は
ベ
ル
も

鳴
る
こ
と
な
く
静
か
に
発
車

し
た
。
ま
っ
た
く
案
内
も
な

い
ま
ま
に
運
行
さ
れ
、
利
用

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
完
全
に
利
用
者
の
自
己

責
任
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の

だ
と
理
解
し
た
。
す
べ
て
を

案
内
、
誘
導
さ
れ
る
日
本
の

在
り
方
を
サ
ー
ビ
ス
が
良
い

と
す
る
の
か
、
個
人
責
任
を

お
ろ
そ
か
に
し
、
自
立
を
妨

げ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
北

欧
を
旅
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ

た
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

車
中
で
は
、

な
か
な
か
威
厳

の
あ
る
車
掌
が

検
札
に
き
た
。

普
通
列
車
内
は

ふ
ざ
け
あ
う
高

校
生
や
、
若
い

夫
婦
が
双
子
を

乗
せ
て
乳
母
車

ご
と
（
広
い
ス

ペ
ー
ス
が
取
っ

て
あ
り
、
固
定

装
置
も
あ
る
）

乗
り
降
り
す
る

な
ど
ロ
ー
カ
ル

色
豊
か
で
あ
っ

た
。
米
国
ウ
ィ
ス
コ
ン
州
か

ら
来
た
十
歳
の
少
女
の
家
族

と
一
緒
に
な
り
、
カ
ー
ド
の

手
品
や
妻
が
折
り
紙
を
教
え

た
り
し
て
仲
良
く
な
る
。

ミ
ル
ダ
ー
ル
か
ら
フ
ロ
ム

鉄
道
に
乗
り
換
え
た
際
、

「
座
っ
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
」

と
尋
ね
た
先
客
が
何
と
日
本

人
で
、
休
暇
旅
行
中
の
海
外

協
力
事
業
団
か
ら
ケ
ニ
ア
に

派
遣
さ
れ
て
い
る
小
児
科

医
、
卒
後
三
年
目
の
内
科
医

の
妻
と
八
カ
月
の
ベ
ー
ビ
ー

で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
奇
遇
で

あ
る
。
お
互
い
に
旅
行
中
、

初
め
て
日
本
語
の
会
話
を
交

わ
し
た
よ
う
で
ほ
っ
と
し

た
。
差
し
上
げ
た
諸
江
屋
の

〝
ら
く
が
ん
〞
を
必
死
に
食

べ
る
赤
ち
ゃ
ん
を
夫
妻
が
ビ

デ
オ
に
撮
っ
て
い
る
の
を
ほ

ほ
え
ま
し
く
見
て
い
る
う
ち

に
、フ
ロ
ム
滝
に
到
着
し
た
。

滝
を
背
景
に
写
真
を
撮
れ
る

よ
う
に
と
の
観
光
用
の
臨
時

停
車
で
あ
る
。
展
望
台
か
ら

は
比
較
的
開
け
た
山
々
を
望

み
、
氷
河
か
ら
発
し
た
無
数

の
滝
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

た
。昼

食
後
は
ソ
グ
ネ
フ
ィ
ヨ

ル
ド
の
奥
深
い
分
枝
の
ナ
ロ

ー
フ
ィ
ヨ
ル
ド
を
周
囲
の
滝

を
眺
め
な
が
ら
、
グ
ド
バ
ン

ゲ
ン
ま
で
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を

楽
し
ん
だ
。
そ
こ
か
ら
は
切

り
立
っ
た
崖
道
を
数
百
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
一
気
に
登
り
つ
め

て
ボ
ス
へ
、
そ
し
て
フ
ロ
ム

鉄
道
で
べ
ル
ゲ
ン
に
戻
り
、

宿
泊
先
Ｓ
Ａ
Ｓ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
に
着
く
。
さ
す
が
観
光

地
の
高
級
ホ
テ
ル
、
野
菜
、

果
物
も
豊
富
で
久
し
ぶ
り
に

た
っ
ぷ
り
と
食
べ
る
こ
と
が

で
き
た
。

翌
朝
は
ホ
テ
ル
で
飛
行
機

の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
済
ま

せ
、
手
軽
に
な
っ
て
ベ
ル
ゲ

ン
市
内
を
散
策
す
る
こ
と
に

し
た
。
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
フ

ロ
イ
エ
ン
山（
卯
辰
山
程
度
）

に
登
る
と
市
内
が
一
望
で

き
、
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
中
で
中

世
か
ら
栄
え
た
街
の
様
子
が

手
に
取
る
よ
う
に
分
か
る
。

座
っ
て
い
る
と
側
に
リ
ス
が

や
っ
て
き
て
、
戸
惑
う
様
子

も
な
く
遊
び
回
る
。
私
は
自

然
と
一
体
に
な
っ
て
し
ば

し
、
ま
ど
ろ
ん
で
し
ま
っ
た
。

ベ
ル
ゲ
ン
の
市
場
は
活
気

づ
い
て
お
り
、
カ
ニ
、
サ
ー

モ
ン
、
キ
ャ
ビ
ア
な
ど
が
格

安
で
売
ら
れ
て
い
る
。
日
本

人
も
訪
れ
る
の
か
『
五
個
買

う
と
一
個
お
ま
け
』
と
書
い

て
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
私

た
ち
は
見
て
楽
し
む
だ
け
の

客
だ
。
少
し
、
は
ず
れ
た
静

か
な
街
角
に
は
数
人
の
着
飾

っ
た
高
齢
者
が
石
段
に
座
っ

て
語
り
合
っ
て
お
り
、
実
に

ゆ
っ
た
り
し
た
安
心
感
に
満

ち
て
い
た
。
言
葉
を
か
け
た

が
通
じ
な
く
て
残
念
だ
っ

た
。午

後
三
時
半
、
フ
レ
ー
ス

ラ
ン
ド
空
港
を
発
つ
。
五
日

間
過
ご
し
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と

も
お
別
れ
で
あ
る
。
窓
か
ら

見
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
氷
河
を

か
ぶ
っ
た
台
地
の
よ
う
で
、

緑
は
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
入
り
込

ん
だ
と
こ
ろ
に
少
し
見
ら
れ

る
程
度
で
、
交
通
網
は
フ
ェ

リ
ー
が
主
体
と
い
う

の
も
理
解
で
き
る
地

形
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
に
入

る
と
一
転
し
て
淡
黄

褐
色
の
平
地
が
広
が

り
、
高
度
が
下
が
る

と
牧
草
地
と
麦
畑
が

続
い
て
い
る
の
が
分

か
る
。
一
時
間
ぐ
ら

い
の
フ
ラ
イ
ト
で
カ

ス
ト
ラ
ッ
プ
空
港
に

着
い
た
。

白崎白崎ドクター 
地球を行く 
白崎ドクター 
地球を行く 

●北欧の自然を訪ねて● 

白崎　良明（健生クリニック院長） 〈 1 〉 〈 1 〉 〈 5 〉 

その5

外国で列車に乗る 

奥様の背景は、フロイエン山から望むベルゲンの街

展望台から見たフロム滝

医療機関での利用価値あります。 

中小企業退職金制度のご案内 中小企業退職金制度のご案内 
中退共制度（中小企業退職金共済制度）は、退職金制度を持つことが困難な中小企業に、
中小企業の方の相互共済と国の援助で退職金を支払うことができるようにすることを目的
として作られた国の制度です。 

●中退共制度の特色 
☆国の制度ですので安全・確実・有利です。 
☆掛金を納めるだけで企業の実態にあった退職金制度を手軽にもつことができます。 
☆掛金の一部を国が助成します。 
☆掛金は税法上、全額損金・必要経費として非課税になります。 
☆加入前の過去勤務期間や転職した場合に通算ができます。 
☆福利厚生施設設置等のための融資制度があります。 

●掛金の種類 
月額5,000円から30,000円までの16種類です。 
短時間労働者（1週間の所定労働時間が通常の従業員より短く、かつ30時間未満の従業員）
は、2,000円・3,000円・4,000円でも加入できます。 

●加入の手続き 
所定の申込書に記入・押印のうえお近くの金融機関または委託事業主団体へ申込んでください。 

●詳しくはホームページをご覧ください 
http://www.mmjp.or.jp/chutaikyo

フロイエン山ではリスが身近にやってくる

（答え12面）



最
後
に
、
ぞ
う
さ
ん
ク
ラ
ブ

の
会
員
構
成
は
聴
障
パ
パ
、
マ

マ
だ
け
で
は
な
く
、
通
訳
や
保

育
な
ど
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

る
方
々
も
い
ま
す
。
そ
し
て
、

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
、
さ
れ
る
と

い
う
関
係
よ
り
は
、
自
然
な
人

間
同
士
の
お
付
き
合
い
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
サ
ー
ク
ル
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
そ
ん
な
私
た
ち
を
暖
か
く

支
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
お

陰
で
今
日
ま
で
継
続
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
深
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

し
ら
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
聴

覚
障
害
者
に
理
解
が
無
い
の
か

と
残
念
だ
っ
た
。

・
診
察
中
は
マ
ス
ク
し
た
ま
ま

で
話
さ
れ
て
も
分
か
ら
な
い
。

ぜ
ひ
筆
談
か
、
手
話
を
。

・
呼
び
出
し
が
不
安
。
振
動
ポ

ケ
ベ
ル
が
あ
る
と
い
い
。

・
緊
急
時
の
連
絡
手
段
と
し
て

メ
ー
ル
の
活
用
を
。

・
健
康
診
断
の
時
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
、
後
ろ
か
ら
何
か
声
が
す
る

が
、
な
ん
て
い
っ
て
い
る
の
か

分
か
ら
な
い
。
ど
こ
か
に
字
幕

表
示
で
き
な
い
か
。

・
支
払
い
の
時
、
レ
ジ
を
電
光

表
示
の
物
に
し
て
く
れ
る
と
、

あ
り
が
た
い
。
感
謝
の
念
も
あ

り
ま
す
。

・
今
ま
で
出
会
っ
た
ほ
と
ん
ど

の
医
師
は
、
筆
談
を
こ
ま
め
に

し
て
く
だ
さ
り
、
大
変
あ
り
が

た
い
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
公
開
し
て
相

談
を
受
け
付
け
て
い
る
素
晴
ら

し
い
ド
ク
タ
ー
が
い
る
。

勝
手
な
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
述

べ
ま
し
た
が
、
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。
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こ
の
た
び
は
、思
い
が
け
ず
、

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し

て
く
だ
さ
る
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
り
、
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
稚
拙
な
文
章
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、思
い
つ
く
ま
ま
に
、

述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
他
団
体
な
ど
へ
自
己

紹
介
す
る
時
は
、（
聴
覚
障
害

者
（
児
）
の
た
め
の
子
育
て
サ

ー
ク
ル
）
ぞ
う
さ
ん
ク
ラ
ブ
と

述
べ
て
い
ま
す
。
ぞ
う
さ
ん
ク

ラ
ブ
と
い
う
名
前
は
、
会
員
か

ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、
ぞ
う
さ

ん
は
耳
が
大
き
く
、
い
つ
も
家

族
が
一
緒
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

聴
覚
障
害
者
（
児
）
の
た
め

の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
皆
さ
ん

は
ど
ん
な
こ
と
を
想
像
さ
れ
る

で
し
ょ
う
か
。
聴
覚
障
害
の
若

い
マ
マ
や
パ
パ
は
、
い
ろ
ん
な

場
面
で
困
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ

う
と
は
想
像
に
難
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
同
じ
障
害
を

抱
え
た
仲
間
た
ち
で
情
報
交
換

を
し
た
り
、
経
験
談
を
語
り
合

い
た
い
と
い
う
要
求
は
自
然
の

流
れ
で
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も

を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
も
、話
が
分
か
ら
な
い
、

周
り
の
健
聴
者
の
誰
か
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た
く

て
も
難
し
い
と
い
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
情
報
保
障

（
手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
な
ど
）

の
つ
い
た
イ
ベ
ン
ト
の
要
求
も

自
然
に
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
思
い
を
形
と
し
て
実
現

し
よ
う
と
し
た
有
志
二
〜
三
人

が
集
ま
っ
て
、
手
作
り
の
ク
リ

ス
マ
ス
会
を
開
き
、
仲
間
を
募

り
、
情
報
保
証
を
つ
け
た
親
子

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
行

し
た
の
が
、
ぞ
う
さ
ん
ク
ラ
ブ

の
始
ま
り
で
す
。
そ
れ
か
ら
約

五
年
が
経
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

間
の
活
動
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
情
報
保
障
と
保
育
室
を
つ
け

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
講
演

会
を
企
画

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
で
は
仲
間

を
呼
び
か
け
る
こ
と
、
親
子
が

楽
し
め
る
企
画
に
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
ゲ
ス
ト（
劇
団
や
、

紙
芝
居
の
先
生
、
ア
ー
ト
バ
ル

ー
ン
な
ど
）
の
お
力
を
借
り
る

こ
と
で
実
現
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
重
要
な
の
は
、
す
べ
て
の
イ

ベ
ン
ト
に
対
し
、
手
話
通
訳
、

要
約
筆
記
、
保
育
室
を
用
意
す

る
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
や
プ
ー
ル
で
の
水
遊

び
な
ど
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

講
演
会
の
開
催
で
は
、
金
沢

市
の
制
度
を
利
用
さ
せ
て
頂
い

て
、講
師
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
、

会
員
が
特
に
知
り
た
い
テ
ー
マ

の
講
演
会
を
実
現
で
き
ま
し

た
。

●
広
報
と
Ｉ
Ｔ

報
告
や
連
絡
事
項
を
掲
載
し

た
も
の
を
随
時
発
行
し
て
い
ま

し
て
、
従
来
は
か
わ
ら
版
の
発

行
の
み
で
し
た
が
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
連

絡
網
を
整
え
、
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
作
成
し
、
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
か
ら
も
連
絡
事
項
な

ど
の
情
報
が
取
り
出
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

●
育
児
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
加
入

他
団
体
と
の
交
流
が
実
現
で

き
る
他
に
、
色
々
な
情
報
が
も

ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
番
大
き
な
影
響
は
、
子
育
て

支
援
財
団
の
支
援
に
よ
る
通
訳

者
の
派
遣
を
頂
い
た
こ
と
で

す
。

●
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
開
設

パ
ソ
コ
ン
を
持
つ
会
員
が
意

見
交
換
で
き
る
場
と
し
て
活
躍

中
。
か
な
り
の
効
果
が
あ
り
ま

す
。
一
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
の
主
な
出
来

事
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

○

授
業
参
観
で
あ
る
映
画
を

上
映
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い

う
報
告
あ
り
。
会
員
か
ら
字
幕

つ
き
の
フ
ィ
ル
ム
が
あ
る
と
の

情
報
を
得
て
、
学
校
へ
問
い
合

わ
せ
た
ら
日
が
迫
っ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
字
幕
つ
き
の

フ
ィ
ル
ム
に
変
更
し
て
く
れ

た
。

○
保
育
園
の
役
員
に
な
っ
た
と

の
報
告
あ
り
。
要
約
筆
記
を
依

頼
し
た
い
が
ど
う
し
た
ら
い
い

か
？
と
の
問
い
に
多
数
の
返
信

あ
り
。す
ぐ
に
実
行
に
移
せ
た
。

○
保
育
園
選
び
の
質
問
あ
り
。

先
輩
マ
マ
よ
り
自
分
の
経
験
や

思
い
を
詳
し
く
書
い
た
返
事
あ

り
。

○
子
ど
も
の
病
気
に
つ
い
て
、

同
じ
症
状
が
あ
っ
た
会
員
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
多
数
あ
り
。

○
今
回
、
お
医
者
さ
ん
の
新
聞

に
原
稿
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た

か
ら
、
こ
の
機
会
に
な
に
か
言

い
た
い
こ
と
は
？
と
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
や
、
携
帯
へ
メ
ー
ル

し
た
ら
、
聴
障
者
自
身
か
ら
返

事
が
来
た
。
お
許
し
願
え
る
な

ら
、
述
べ
て
み
た
い
。

・
耳
鼻
科
の
医
師
に
冷
た
く
あ

● 連 絡 先 ● 

聴
覚
障
害
者（
児
）の
た
め
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
　

ぞ
う
さ
ん
ク
ラ
ブ
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『病院マップ』 
会員の先生には、一冊無料でお送りします。 
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去
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
。
庭

に
生
え
て
い
る〝
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
〞

に
、
妻
が
せ
っ
せ
と
水
を
撒
い

た
と
こ
ろ
、す
ご
く
繁
殖
し
た
。

刈
り
取
っ
て
、
捨
て
る
の
も
か

わ
い
そ
う
に
思
い
、
何
本
も
挿

し
木
し
た
と
こ
ろ
が
そ
の
す
べ

て
が
生
え
着
い
た
。

そ
の
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
に
異
変
が

起
こ
っ
た
。
あ
る
鉢
の
ゼ
ラ
ニ

ウ
ム
の
す
べ
て
の
葉
が
白
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。

枯
れ
た
の
で
は
な
い
。
茶
色

で
な
く
、
文
字
ど
お
り
白
い
。

不
思
議
な
こ
と
が
あ
る
も
の
だ

と
思
っ
て
い
る
と
、
偶
然
に
も

教
育
テ
レ
ビ
で
、
そ
れ
が
あ
る

種
の
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ

て
葉
緑
素
が
破
壊
さ
れ
た
の
だ

と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ

か
ら
数
日
す
る
と
、
さ
ら
に
も

う
一
つ
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ

っ
た
。
そ
の
白
い
葉
を
も
つ
ゼ

ラ
ニ
ウ
ム
の
枝
の
付
け
根
か

ら
、
三
十
セ
ン
チ
く
ら
い
の
長

さ
の
細
い
茎
が
伸
び
て
き
て
、

そ
の
先
に
小
さ
い
赤
い
花
が
咲

い
た
。

（
挿
し
木
し
た
も
の
に
は
、

め
っ
た
に
花
は
咲
か
な
い
。
ま

た
、
花
が
咲
く
と
き
も
花
枝
は

も
っ
と
太
く
短
く
、
花
も
大
き

い
。
そ
れ
が
、
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
と
た
ん
、
そ
の
感
染
し

た
株
だ
け
に
細
長
い
枝
が
伸

び
、
弱
々
し
い
小
さ
な
花
が
咲

い
た
。
ま
る
で
ウ
イ
ル
ス
か
ら

逃
れ
よ
う
と
し
て
、
手
を
差
し

伸
ば
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ

た
。
そ
う
い
え
ば
、
竹
は
、
約

百
二
十
年
に
一
回
、
一
斉
に
枯

れ
、
そ
の
際
に
花
が
咲
く
と
い

う
。
竹
薮
は
地
下
茎
で
周
囲
に

は
び
こ
っ
た
同
一
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持

っ
た
ク
ロ
ー
ン
で
あ
る
。
そ
れ

が
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
と
た

ん
、
花
を
咲
か
せ
、
実
を
付
け

る
と
い
う
こ
と
は
、
ウ
イ
ル
ス

の
入
り
込
ま
な
い
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
つ

く
り
、
次
の
世
代
へ
生
き
延
び

る
た
め
だ
と
考
え
た
ら
不
自
然

で
あ
ろ
う
か
）

私
は
、
ふ
と
、
そ
う
ひ
ら
め

い
た
。

一
九
七
三
年
の
あ
る
日
、
ヴ

ァ
ン
・
ベ
イ
レ
ン
は
、
海
洋
生

物
の
化
石
を
研
究
す
る
う
ち

に
、新
た
な
事
実
を
発
見
し
た
。

『
あ
る
動
物
の
科
が
絶
滅
す
る

確
率
は
、
そ
の
動
物
の
科
が
、

そ
れ
ま
で
存
在
し
続
け
て
き
た

時
間
の
長
さ
と
は
無
関
係
で
あ

る
』
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
種

は
進
化
し
て
、
自
然
環
境
に
適

応
し
て
生
存
に
巧
み
に
な
っ
て

い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
は
何
に
よ
っ
て
絶
滅
し
た

か
。実

は
、生
物
が
死
ぬ
原
因
は
、

他
の
生
物
た
ち
、
す
な
わ
ち
寄

生
物
、
捕
食
者
、
競
争
者
た
ち

に
よ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で

も
っ
と
も
恐
ろ
し
く
致
命
的
な

の
は
寄
生
物
で
あ
る
。

森
の
中
の
木
が
倒
れ
る
と
き

は
、
た
い
て
い
、
す
で
に
菌
類

に
よ
っ
て
む
し
ば
ま
れ
て
い

る
。
魚
の
ニ
シ
ン
が
死
ぬ
と
き

は
、
よ
り
大
き
な
魚
の
口
の
中

か
、
網
の
中
で
あ
る
。
エ
ジ
プ

ト
の
ミ
イ
ラ
の
女
性
の
死
亡
原

因
は
、
ほ
と
ん
ど
腎
盂
炎
ら
し

い
と
い
う
。
ほ
ん
の
半
世
紀
前

ま
で
の
日
本
で
も
、
子
ど
も
は

疫
痢
で
死
に
、
大
人
は
結
核
で

死
ん
で
行
っ
た
。
一
九
一
四
〜

一
九
一
八
年
の
大
戦
で
は
、
四

梅
雨
の
真
っ
最
中
の
七
月
一

日
、
気
に
し
て
い
た
雨
も
何
と

か
持
ち
こ
た
え
て
二
百
人
を
超

え
る
参
列
者
を
得
て
盛
大
に
開

か
れ
ま
し
た
。

第
一
部
の
原
爆
犠
牲
者
追
悼

式
典
は
、
原
爆
被
災
者
友
の
会

の
中
本
副
会
長
の
司
会
で
午
前

十
時
に
開
会
。
谷
岡
会
長
の
主

催
者
あ
い
さ
つ
、
黙
祷
の
後
、

今
夏
、
広
島
、
長
崎
の
慰
霊
式

典
に
遺
族
代
表
で
参
列
す
る
池

田
（
富
来
）
、
城
戸
（
金
沢
）

さ
ん
が
原
爆
碑
に
献
花
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
「
千
羽
鶴
を
捧

げ
ま
し
ょ
う
」
の
呼
び
か
け
に

答
え
て
、
参
列
者
の
代
表
が

次
々
に
原
爆
碑
の
前
に
折
り
鶴

を
捧
げ
、
み
る
み
る
う
ち
に
千

羽
鶴
の
山
が
で
き
ま
し
た
。

圧
巻
だ
っ
た
の
は
、
小
坂
小

学
校
三
年
二
組
の
子
ど
も
た
ち

で
、
全
校
に
呼
び
か
け
て
父
母

も
一
緒
に
な
っ
て
、
何
と
五
千

二
百
十
九
羽
も
折
っ
た
そ
う
で

す
。
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
が

一
列
に
並
ん
で
捧
げ
て
く
れ
ま

し
た
。
誰
か
ら
と
も
な
く
拍
手

が
湧
き
起
こ
っ
た
感
動
的
な
場

面
で
し
た
。

原
爆
被
災
者
友
の
会
の
Ｍ
さ

ん
か
ら
次
の
句
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

「
子
ら
の
手
が
　
平
和
を
支
え

る
　
鶴
の
虹
」

「
卯
辰
山
　
平
和
の
灯
　
永
遠

会員投稿 会員投稿 

ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
の
花 

▼
日
常
の
中
の
ミ
ス
テ
リ 

ー
▲ 

大
石
ひ
ろ
し（
金
沢
市
・
産
婦
人
科
） 

会
員
投
稿
随
時
募
集
中 

●
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
　
T
E
L
0
7
6（
2
2
2
）5
3
7
3

年
間
で
二
千
五
百
万
人
が
殺
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
に
流
行
し
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
た
っ
た

四
カ
月
で
同
数
の
人
間
を
死
に

至
ら
し
め
た
。

寄
生
物
は
数
が
多
い
。細
菌
、

の
み
、
し
ら
み
、
ダ
ニ
、
蚊
、

菌
類
、
ウ
イ
ル
ス
な
ど
い
く
ら

で
も
い
る
。
し
か
も
増
殖
が
早

い
。
つ
ま
り
進
化
、
変
化
が
早

い
。そ

れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
。
動
物
が
寄
生
者
か
ら
身
を

守
る
方
法
は
三
通
り
が
考
え
ら

れ
る
。
第
一
は
、
成
長
と
分
裂

の
ス
ピ
ー
ド
を
早
く
し
て
、
寄

生
者
に
追
い
つ
か
れ
な
い
よ
う

に
す
る
。
た
と
え
ば
、
発
育
し

て
い
る
若
芽
に
は
寄
生
物
が
い

な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
第
二

は
『
性
』
に
よ
っ
て
遺
伝
子
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
多
様
性
を
つ
く
り
、
ウ

イ
ル
ス
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。
第
三
が
免
疫
で

あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
植
物

や
多
く
の
昆
虫
、
両
生
類
で
は

化
学
的
防
御
が
あ
る
。

こ
の
中
で
も
っ
と
も
難
し
い

の
は
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
防
御

で
あ
る
。
ウ
イ
ル
ス
は
、
短
時

間
に
変
化
、
進
化
を
遂
げ
、
生

物
の
遺
伝
子
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
入
ろ
う

と
す
る
。
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は

こ
の
先
十
年
く
ら
い
で
、
人
間

の
遺
伝
子
が
一
千
万
年
に
行
う

ほ
ど
の
変
化
を
と
げ
る
こ
と
が

で
き
る
ら
し
い
。
こ
の
よ
う
な

ウ
イ
ル
ス
の
寄
生
に
対
処
す
る

に
は
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
と
遺
伝

子
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
多
様
性
を
あ
た
え

て
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
そ
の
も
の
と
も
い

う
べ
き
ウ
イ
ル
ス
が
、
生
物
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
遺
伝
子
に
入
り
込
ま
な

い
よ
う
に
す
る
し
か
な
い
。
免

疫
が
爬
虫
類
以
後
に
限
定
さ

れ
、
歴
史
的
に
み
て
も
三
億
年

と
い
う
ご
く
最
近
の
も
の
で
あ

る
の
に
対
し
、
遺
伝
子
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
多
様
性
を
作
る
方
法
は
古
く

か
ら
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
が

セ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。

例
え
ば
、
あ
る
ア
パ
ー
ト
か

マ
ン
シ
ョ
ン
（
共
同
住
宅
）
が

あ
っ
た
と
す
る
。
も
し
、
そ
の

す
べ
て
の
部
屋
の
入
り
口
の
鍵

穴
が
同
じ
で
あ
っ
た
と
し
た

ら
、
泥
棒
は
一
つ
の
合
い
鍵
を

作
れ
ば
、
全
部
の
部
屋
へ
簡
単

に
侵
入
で
き
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
屋
の
鍵
穴
が
一
つ

ひ
と
つ
微
妙
に
違
っ
て
い
た
と

し
た
ら
、
泥
棒
は
容
易
に
入
れ

な
い
。
前
者
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
同
じ

ク
ロ
ー
ン
、
つ
ま
り
挿
し
木
で

あ
り
、
後
者
が
有
性
生
殖
の
結

果
生
ま
れ
た
実
で
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
で
あ
る
。

セ
ッ
ク
ス
は
、
生
物
の
遺
伝

子
の
多
様
性
を
生
み
、
進
化
さ

せ
、
環
境
の
変
化
の
間
を
生
き

延
び
さ
せ
た
ば
か
り
で
な
く
、

恐
ろ
し
い
寄
生
物
か
ら
生
物
の

存
続
を
守
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。そ

し
て
こ
こ
に
、
も
う
一
つ

の
問
題
が
浮
か
び
あ
が
る
。

ク
ロ
ー
ン
動
物
は
感
染
症
、

と
く
に
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抵

抗
力
が
弱
い
は
ず
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
ク
ロ
ー
ン
動
物
を

作
る
試
み
は
危
険
で
あ
り
、
い

ず
れ
失
敗
す
る
よ
う
に
思
え

る
。
は
た
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。

（
こ
れ
は
推
論
で
す
）

ピース 
デイ 
ピース 
デイ 

原
爆
犠
牲
者
追
悼
式
典
・
お
り
づ
る
市
民
の
つ
ど
い 

迫力ある太鼓の演奏を披露した太鼓サークル「円坐」の
みなさんと、子どもたち

正常なゼラニウムの葉

に
燃
え
」

「
子
ど
も
ら
は
　
平
和
の
鶴
を

胸
に
抱
き
」
潤

そ
の
後
、「
追
悼
の
こ
と
ば
」、

来
賓
あ
い
さ
つ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

紹
介
と
続
き
、
最
後
に
碑
文
が

読
み
上
げ
ら
れ
て
終
了
し
ま
し

た
。

碑
文

「
忘
れ
ま
い
　
広
島
・
長
崎
を

ふ
た
た
び
つ
く
る
ま
い
　
被
爆

者
を
　
核
の
な
い
　
平
和
な
世

界
を
　
子
ど
も
ら
に
」

第
二
部
の
「
反
核
・
平
和
お

り
づ
る
市
民
の
つ
ど
い
」
は
、

元
気
な
親
子
太
鼓
で
幕
開
け
、

紙
芝
居
「
お
じ
い
さ
ん
の
で
き

る
こ
と
」、
朗
読
劇
「
こ
の
子

た
ち
の
夏
」、
フ
ォ
ー
ク
グ
ル

ー
プ
「
で
え
げ
っ
さ
あ
」
の
平

和
コ
ン
サ
ー
ト
、
国
際
交
流
和

太
鼓
「
円
坐
」
の
勇
壮
な
演
奏

で
終
了
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
友
の
会
は
総

会
会
場
へ
、
そ
の
他
の
参
加
者

は
橋
場
町
か
ら
武
蔵
経
由
で
金

沢
市
役
所
ま
で
平
和
行
進
し
、

市
民
に
核
兵
器
廃
絶
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

【
追
記
】
こ
の
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広

島
放
送
局
か
ら
取
材
に
来
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
に
被
爆
体
験

を
語
る
友
の
会
会
員
や
「
追
悼

式
典
」の
模
様
が
八
月
六
日
夜
、

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
に
て

放
映
さ
れ
ま
し
た
。

石
川
県
原
爆
被
災
者
友
の
会
事
務
局
長
　
西
本
多
美
子
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六
月
二
十
八
日
木
曜
正
午
を

合
図
に
、
保
険
医
協
会
事
務
局

の
杉
野
氏
と
共
に
当
院
を
出

発
。
松
任
方
面
に
向
か
う
。
腹

時
計
の
針
は
米
よ
り
麦
の
方
向

に
振
れ
た
ら
し
く
、
ま
ず
は

「
ビ
ー
ル
パ
ー
ク
北
陸
キ
リ
ン

工
場
」
の
探
訪
に
入
っ
た
。
迎

え
る
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
大
ホ

ー
ル
、
青
空
に
映
え
る
巨
大
な

鏡
面
ガ
ラ
ス
と
ベ
ー
ジ
ュ
ピ
ン

ク
の
外
壁
、
そ
し
て
ロ
ゴ
タ
イ

プ
。
工
場
ら
し
く
な
い
清
楚
感

溢
れ
る
外
装
が
印
象
的
で
あ

る
。

ま
る
で
未
来
都
市
に
で
も
迷

い
込
ん
だ
よ
う
な
不
思
議
な
形

体
が
存
在
す
る
濾
過
室
、
熟
成

が
終
わ
っ
た
ビ
ー
ル
を
独
自
の

濾
過
シ
ス
テ
ム
で
濾
過
す
る
。

こ
の
工
程
を
経
る
こ
と
で
透
き

通
っ
た
琥
珀
色
の
ビ
ー
ル
が
生

ま
れ
る
と
い
う
。
ビ
ン
、
カ
ン
、

樽
に
ビ
ー
ル
を
詰
め
る
作
業

は
、
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管

理
し
て
い
る
パ
ッ
ケ
イ
ジ
ン
グ

が
や
っ
て
い
る
。

見
学
コ
ー
ナ
ー
、
展
示
コ
ー

ナ
ー
、試
飲
コ
ー
ナ
ー
と
続
き
、

空
腹
の
腑
（
は
ら
わ
た
）
に
、

六
月
の
白
山
の
名
水
が
産
ん
だ

で
き
た
て
の
冷
や
し
ビ
ー
ル
が

染
み
渡
っ
た
。

次
い
で
ひ
と
息
入
れ
て
、
中

世
加
賀
歴
史
の
宝
庫
、
戦
国
を

さ
な
が
ら
地
で
ゆ
く
故
郷
資
料

館
多
川
家
を
訪
れ
る
。

藩
政
時
代
、
加
賀
藩
千
石
預

か
り
肝
煎
り
役
の
旧
家
、
敷
地

は
広
大
約
千
二
百
坪
、
母
屋
は

神
代
杉
を
多
用
し
、
庭
園
の
一

部
は
天
正
年
間
の
遺
構
を
そ
の

ま
ま
伝
え
、
樹
齢
五
百
年
と
い

う
ケ
ヤ
キ
の
大
木
が
歴
史
を
物

語
る
。
藩
主
拝
領
の
品
、
藩
札
、

古
文
書
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い

る
土
蔵
茶
室
松
泉
庵
に
入
る
。

富
樫
元
家
の
庶
子
五
郎
右
エ

門
の
後
、
同
族
の
主
流
加
賀
斉

藤
氏
の
興
津
屋
五
郎
は
、
一
向

一
揆
の
際
、
富
樫
政
親
方
に
組

し
、
一
四
八
八
年
、
高
尾
城
に

て
自
刀
、
当
家
の
屋
敷
内
に
斉

藤
六
郎
の
墳
墓
及
び
兄
五
郎
の

供
養
塔
が
残
さ
れ
て
い
る
。
多

川
家
に
は
、
そ
こ
は
か
と
な
く

古
い
伝
統
の
息
吹
が
感
ぜ
ら

れ
、
そ
こ
で
加
賀
松
任
の
俳
人

千
代
尼
の
一
幅
の
肖
像
画
の
瓦

版
に
出
会
う
と
い
う
偶
然
が
あ

っ
た
。

そ
れ
に
促
さ
れ
る
よ
う
に
、

次
は
彼
女
ゆ
か
り
の
松
任
聖
興

寺
に
足
を
運
ぶ
。

高
さ
百
三
十
セ
ン
チ
、
幅
五

十
二
セ
ン
チ
、
厚
さ
六
十
セ
ン

チ
の
自
然
石
の
碑
面
に
は
、
辞

世
の
句
「
月
を
見
て
我
は
此
世

を
か
し
ぐ
か
な
」。

続
い
て
訪
れ
た
松
任
市
殿
町

に
あ
る
ふ
る
さ
と
館
は
、
明
治

大
正
期
に
金
融
、
米
穀
、
倉
庫

な
ど
の
分
野
で
名
を
成
し
た
吉

田
茂
平
氏
の
旧
私
邸
で
あ
る
。

い
ろ
り
端
に
佇
み
、
見
事
な
日

本
建
築
と
の
束
の
間
の
触
れ
合

い
に
身
を
任
せ
れ
ば
、
美
し
い

日
本
庭
園
か
ら
心
地
よ
い
風
が

そ
よ
そ
よ
と
明
治
の
香
り
を
運

ん
で
く
る
。

そ
の
佇
ま
い
に
呼
応
す
る
ご

と
く
、
大
宗
教
家
、
暁
烏
敏
の

銅
像
と
中
川
一
政
絵
画
館
が
、

お
か
り
あ
公
園
と
併
せ
て
駅
前

文
化
ゾ
ー
ン
を
形
成
し
て
い

る
。さ

よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、

「
レ
イ
ナ
」
で
、
時
刻
は
五
時

を
過
ぎ
て
い
た
。

粟
野
　
利
雄 

（
金
沢
市
・
内
科
） 

松
任
市

松
任
市
を
ぶ
ら
り 

松
任
市
を
ぶ
ら
り 

その11

最
先
端
の
ビ
ー
ル
工
場
と 

日
本
の
歴
史
と
美
に
触
れ
て 

● ● ● ビアパーク・キリンビール北陸工場 ● ● ●

松任市竹松町にそびえるキリンビール北陸工場

親切な案内嬢と一緒に

事
務
局
休
務
の
ご
案
内 

　
八
月
十
三
日（
月
）〜
八
月
十
六
日（
木
）は 

盆
休
の
た
め
事
務
局
を
休
務
致
し
ま
す
。 

ご
了
承
下
さ
い
。 

千代尼通りにある聖興寺境内にある千代尼塚

● ● ● 千代尼塚 ● ● ●

● ● ● 松任ふるさと館 ● ● ●

JR松任駅前にあり、入場無料

日本庭園は圧巻

日本建築の美を堪能できる

●
●
●
お
な
じ
み
圓
八

え
ん
ぱ
ち

の
あ
ん
こ
ろ
餅
●
●
●

元文2年（1737）創業の老舗（8号線沿い）

店員さんにあんころ餅の由来を聞く

●●● 加賀藩千石預り肝煎役・多川家 ●●●

館長からたくさんの展示物について説明を受ける

重厚な造りの主屋入口

●レイナで遅い昼食（8号線沿い）●

ビールができる仕組みを学ぶ

見学者に2杯まで無料の生ビール

併設のレストラン麒麟厨房HOKURIKU
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こ
の
小
文
が
掲
載
さ
れ
る
の
は
、
た
ぶ
ん
参
議
院
選
挙
で

圧
勝
し
た
小
泉
首
相
が
、
例
の
髪
を
振
り
乱
し
て
、
靖
国
神

社
で
ひ
れ
伏
し
て
い
る
こ
ろ
か
も
知
れ
な
い
。
中
国
、
韓
国

な
ど
近
隣
諸
国
の
懸
念
や
批
判
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
政
教

分
離
を
は
っ
き
り
明
記
し
て
い
る
日
本
国
憲
法
は
、
ど
こ
吹

く
風
で
あ
る
。「
私
の
改
革
に
反
対
す
る
も
の
は
す
べ
て
敵

と
み
な
す
」
と
、
国
会
で
手
を
ま
わ
し
て
勇
ま
し
く
答
弁
す

る
姿
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
政
治
家
の
ス
タ
イ
ル
で
、
歌
舞

伎
の
舞
台
に
大
見
得
を
き
る
役
者
そ
の
も
の
で
あ
る
。
だ
ら

だ
ら
し
た
、
し
ま
り
の
な
い
、
と
ち
り
だ
ら
け
で
中
身
の
な

い
芝
居
に
高
額
の
入
場
料
を
払
っ
て
い
る
客
席
か
ら
、
拍
手

喝
采
大
向
こ
う
の
声
が
か
か
る
の
も
無
理
が
な
い
。

以
前
に
、
プ
ロ
野
球
で
、
あ
る
審
判
長
が
、
選
手
の
誤
審

で
は
な
い
か
と
の
抗
議
に
、「
私
が
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
だ
」
と

叫
ん
で
語
り
草
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
だ

か
ら
、
抗
議
は
絶
対
に
受
け
付
け
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま

り
、
誤
審
と
い
う
言
葉
は
無
い
こ
と
に
な
る
。

自
分
だ
け
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
を
忠
実
に
守
り
、
派
手
な
立

ち
回
り
に
酔
い
し
れ
る
の
は
、
野
球
や
歌
舞
伎
な
ら
、
ご
愛

嬌
で
済
ま
さ
れ
よ
う
が
、
こ
と
政
治
に
つ
い
て
は
ど
う
な
の

だ
ろ
う
か
。

改
革
と
い
う
響
き
に
踊
ら
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
改
革
が

す
べ
て
善
だ
と
錯
覚
し
て
い
る
の
が
国
民
の
大
多
数
、
つ
ま

り
支
持
率
九
〇
％
の
数
字
の
実
体
で
は
な
か
ろ
う
か
。

広
辞
苑
に
よ
れ
ば
、「
改
革
」
と
は
、
改
め
変
え
る
こ
と
、

改
ま
り
変
わ
る
こ
と
と
あ
り
、
ど
こ
に
も
、
改
良
と
い
う
意

味
は
な
い
。
た
し
か
に
、
す
ぐ
に
で
も
変
え
る
べ
き
項
目
は

あ
る
。
し
か
し
全
部
で
は
な
い
。

な
か
で
も
医
療
、
福
祉
の
改
革
案
は
、
わ
れ
わ
れ
医
療
関

係
者
に
と
っ
て
、
素
直
に
、
は
い
そ
う
で
す
か
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
病
院
経
営
へ
の
企
業
参
入
、
保

険
診
療
と
自
由
診
療
の
混
合
診
療
、
保
険
者
と
医
療
機
関
と

の
直
接
契
約
、
公
的
医
療
保
険
の
対
象
範
囲
の
見
直
し
な
ど
、

国
民
皆
保
険
制
度
の
根
幹
と
医
師
の
自
由
裁
量
権
に
か
か
わ

る
極
め
て
重
大
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
し
、
こ
れ
が
、
断
行
さ
れ
れ
ば
、
国
民
の
福
祉
、
健
康

へ
の
悪
影
響
は
計
り
し
れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
だ
ろ
う
。

残
念
な
が
ら
、
こ
の
悪
影
響
を
予
想
し
て
い
る
国
民
は
、

ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

今
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
、

国
民
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
だ
ろ
う
。

民
主
主
義
が
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
独
裁
に
変
わ
る
、
危
険

な
選
択
を
国
民
が
選
び
そ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

参
院
選
の
行
方
は
？

―
七
月
五
日
記

―

高
松
　
弘
明
（
金
沢
市
・
内
科
）

囲 碁 
■出題者 
　七段 向井富治 （金沢市・内科） 

（解答は12面にあります） 

私
の
実
戦
か
ら
で
黒
番
で
す
。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
は
午
前

七
時
。
す
ぐ
に
朝
食
、
ホ
テ
ル

前
に
集
合
。
九
時
半
に
出
発
。

ス
キ
ー
客
が
多
い
と
聞
い
て

い
た
。
赤
い
可
愛
い
三
両
の
電

車
が
や
っ
て
き
た
。
ア
ブ
ト
式

ラ
ッ
ク
レ
ー
ン
登
山
電
車
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
の
高
い
標
高
三

千
八
十
九
メ
ー
ト
ル
に
到
着
す

る
。小

雨
の
中
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル

ン
が
良
く
見
え
る
と
い
う
の

に
、
ガ
ス
が
多
く
全
然
見
え
な

い
。カ
ラ
マ
ツ
林
の
中
を
通
り
、

下
の
方
に
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
町

が
見
え
る
。小
さ
い
家
や
教
会
、

ホ
テ
ル
が
あ
ち
こ
ち
に
見
え

る
。途

中
か
ら
雨
が
雪
に
変
わ

り
、
木
わ
く
の
ト
ン
ネ
ル
に
変

わ
っ
た
。
途
中
フ
ィ
ン
デ
ル
ン

バ
ッ
ハ
、リ
ッ
フ
ェ
ル
ア
ル
プ
、

リ
ッ
フ
ェ
ル
ベ
ル
ク
を
経
て
約

四
十
分
で
終
点
の
ゴ
ル
ナ
ー
グ

ラ
ー
ト
に
到
着
す
る
。

ト
ン
ネ
ル
前
か
ら
残
雪
が
見

え
て
い
た
が
、
ト
ン
ネ
ル
を
越

す
と
、
ま
っ
た
く
雪
の
世
界
で

あ
る
。
終
着
の
ゴ
ル
ナ
グ
ラ
ー

ド
に
到
着
。
最
終
駅
の
右
は
郵

便
局
だ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
上
は

レ
ス
ト
ラ
ン
と
み
や
げ
物
屋

で
、外
は
ま
っ
た
く
の
雪
世
界
、

風
も
激
し
く
ひ
ど
い
の
で
、
レ

ス
ト
ラ
ン
に
入
る
。
ば
ら
ば
ら

に
入
っ
た
の
で
皆
一
緒
で
は
な

い
。郵

便
局
の
横
か
ら
ゲ
レ
ン
デ

が
始
ま
る
ら
し
い
が
、
二
人
の

ボ
ー
ダ
ー
が
い
て
一
人
は
す
で

に
ボ
ー
ド
を
つ
け
て
い
た
が
、

も
う
一
人
は
座
っ
て
付
け
始
め

て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
最
初

の
人
は
左
、
右
に
ス
ラ
ロ
ー
ム

し
て
い
た
が
、
次
の
人
は
、
ま

っ
す
ぐ
滑
る
の
が
や
っ
と
み
た

い
だ
っ
た
。
多
分
、
リ
ュ
ッ
ケ

ン
ラ
ー
ゲ
で
、
左
に
も
右
に
も

よ
れ
ず
に
木
の
葉
落
と
し
も
で

き
な
い
だ
ろ
う
な
、
と
思
っ
て

い
た
。
こ
れ
か
ら
下
ま
で
下
り

る
こ
と
は
大
変
だ
ろ
う
と
思
っ

た
。レ

ス
ト
ラ
ン
に
は
も
ち
ろ
ん

日
本
人
が
多
い
が
隣
に
座
っ
た

人
（
も
ち
ろ
ん
日
本
人
）
に
聞

い
て
み
る
と
、
毎
年
こ
こ
に
来

て
い
る
ら
し
い
。
こ
こ
よ
り
も

グ
リ
ン
デ
ル
バ
ル
ト
の
方
が
田

舎
ら
し
く
て
良
い
と
言
っ
て
い

た
。
わ
れ
わ
れ
は
初
め
て
な
の

で
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
分
ら
な

い
が
、
明
日
は
そ
こ
に
移
動
す

る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い

た
。雪

は
標
高
が
高
い
の
で
氷
結

し
て
い
る
と
思
っ
た
が
、
そ
の

割
り
に
は
む
し
ろ
春
の
よ
う
に

柔
ら
か
い
感
じ
だ
。
ス
キ
ー
ヤ

ー
に
は
わ
ず
か
に
日
本
人
も
見

ら
れ
た
。
昼
食
を
終
え
て
下
り

に
差
し
か
か
る
と
、
自
然
で
見

る
の
は
初
め
て
だ
が
、
途
中
の

雪
の
山
に
マ
ー
モ
ッ
ト
が
二
匹

い
て
、
お
い
か
け
ご
っ
こ
を
し

て
い
た
。

ホ
テ
ル
に
帰
り
、
少
し
時
間

が
あ
っ
た
の
で
、
ツ
ェ
ル
マ
ッ

ト
の
町
に
散
歩
に
行
っ
た
。
通

り
の
右
、
左
は
土
産
も
の
屋
が

多
く
、
時
計
店
も
多
く
あ
る
。

時
計
は
ス
イ
ス
の
高
級
時
計
が

多
く
、
感
心
し
て
見
て
い
る
だ

け
で
あ
っ
た
。
通
り
の
ゴ
ン
ド

ラ
の
近
く
に
教
会
が
あ
り
、
ガ

イ
ド
の
質
問
に
そ
の
横
に
あ
る

「
記
念
碑
の
マ
ー
モ
ッ
ト
は
何

匹
か
」と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。

勘
定
し
て
み
る
と
十
匹
だ
っ

た
。午

後
七
時
に
レ
ス
ト
ラ
ン
へ

向
か
う
。
店
の
名
前
は
多
分

C
asaR

u
stica

（
カ
ー
サ
・
ル

ス
テ
ィ
カ
）
と
思
わ
れ
る
が
、

ス
イ
ス
料
理
店
で
あ
る
。
ス
イ

ス
料
理
は
塩
気
が
多
く
、
私
た

ち
に
は
ち
ょ
っ
と
味
が
濃
す
ぎ

る
。
も
う
ち
ょ
っ
と
薄
味
な
ら

お
い
し
い
の
に
・
・
・
と
思
っ

た
。

『石川保険医新聞』合本ができました 

TEL／０７６－２２２－５３７３　FAX／０７６－２３１－５１５６　E-mail／iskw_sugino@doc-net.or.jp

■お申し込みは下記へどうぞ。 

　『石川保険医新聞』は50号ごとに合本を作っており、このたび、301

号（1997年7月15日号）～350号（2001年6月15日号）までの合本ができ

ました。 

　ご希望の会員には、一冊3，000円にてお送りします。 

　なお、バックナンバー（1号～50号は品切れ）も若干の在庫があります

ので、併せてご注文頂けます。協会事務局までお問い合わせください。 

アプト式ラックレーン登山電車で、ヨーロッパ一高い標高3,089メートルを目指す

会員リレーエッセイ ◆◆30◆◆

会
員
投
稿 

スイスアルプスとウィーン10日間の旅 スイスアルプスとウィーン10日間の旅 スイスアルプスとウィーン10日間の旅 3
─ シェルマットからゴルナグラードまで ─ 

藤田　士郎（金沢市・内科） 
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